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岡山県在住外国人生活状況調査報告書

Ⅰ 調査概要

１ 調査目的 

県内の在住外国人に対する総合的・効果的な多文化共生施策検討の基礎データとするため、在

住外国人の生活状況やニーズ等についてアンケート調査を行う。 

２ アンケート調査実施概要 

（１）調査対象 

県内市町村の住民基本台帳に登録されている在住外国人のうち、特別永住者を除く 20 歳以

上の男女 

（２）抽出方法 

市町村ごとに一定数（15％）を無作為抽出 

（３）調査方法 

・郵送配布、郵送回収 

・調査票は、日本語（ルビ付き）の他、外国語１カ国語（中国語、韓国・朝鮮語、ポルトガ

ル語、タガログ語、英語、ベトナム語）の２種類を郵送 

（４）調査項目 

・基本属性     ・日本語能力    ・仕事       ・子育て・教育 

・住宅       ・医療・保険    ・防災       ・生活情報 

・困りごと・相談  ・地域社会     ・行政等サービス  ・自由意見   

（５）調査期間 

平成 29年６月 16日～平成 29年８月 14日 
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（６）回収結果

３ 調査結果の見方 

（１）図表の比率は百分率（％）で表示し、小数点以下第２位を四捨五入し算出しているため、

合計が100％を上下する場合がある。 

（２）図表中の「ｎ」は number of cases の略で、回答者総数または分類別の回答者数を示す。

各比率はｎを 100％として算出している。 

（３）複数の回答を求めた質問では、その設問の回答者数を基数としているため、回答比率が

100％を超えることがある。 

（４）集計においては、無回答を除いている。 

（５）回答者が記述する質問での回答は、原文の趣旨を変えない範囲で簡潔にまとめている。 

抽 出 者 数 2,300 人 

調 査 票 返 送 分 94 人（宛先不明、帰国等） 

実質調査対象者数 2,206 人 

回 答 者 数 496 人（回答率：21.6％） 

日
本
語

中
国
語

韓
国
・
朝
鮮
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

タ
ガ
ロ
グ
語

英
語

ベ
ト
ナ
ム
語

計

回収数 270 86 8 11 36 48 37 496 

構成割合

（％） 
54.4 17.3 1.6 2.2 7.3 9.7 7.5 100.0
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Ⅱ アンケート調査結果 

１ あなたご自身のことについて（基本属性）              

１－１ 性別はどちらですか？  

回答者の性別では、「男性」が 38.6％、「女性」が 61.4％となっている。平成 28年末の在

留外国人統計（以下「統計」という。）の人口比（男性:44.8％、女性：55.2％）よりも女性

の割合がやや高い。 

１－２ 何歳ですか？ 

回答者を年代別にみると、「20代」が最も多く、年齢が上がるにつれて少なくなっている。 

【１-１ 性別】 

【１-２ 年代割合】 
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中国

38.8%

韓国・朝鮮

5.7%

ブラジル

3.9%

フィリピン

12.8%

インドネシア

5.1%

ベトナム

17.3%

アメリカ

2.6% その他

13.8%

(n=492)

永住者

28.8%

日本人または永住者の

配偶者など

12.1%

定住者

4.5%

家族滞在

2.9%

研修

11.7%

特定活動

3.1%

留学

11.5%

技能実習

18.9%

その他

6.4%

(n=486)

１－３ 国籍は次のどれですか？ 

国籍では、「中国」（38.8％）の割合が最も高く、次いで「ベトナム」（17.3％）、「フィ

リピン」（12.8％）などの順となっている。統計の人口比では、「中国」（33.9％）、「韓国・

朝鮮」（22.5％）、「ベトナム」（17.5％）などの順となっており、本調査では「韓国・朝鮮」

（5.7％）が低い。 

１－４ 在留資格は次のどれですか？ 

在留資格では、「永住者」（28.8％）の割合が最も高く、次いで「技能実習」（18.9％）、

「日本人または永住者の配偶者など」（12.1％）などの順となっている。 

国籍と在留資格のクロス表を対応分析にかけた結果では、インドネシア・ベトナムは研修

生・技能実習生の割合が高く、中国は留学生の割合が高い。韓国・朝鮮・ブラジル・フィリピ

ンは永住者の割合が高い。 

【１-３ 国籍】 

【１-４ 在留資格】 

（注）比率は百分率（％）で表示し、小数点以下第２位を四捨五入し算出しているため、合計が 100％を上下する場合がある。 



- 5 -

３年未満

45.2%

３年～５年未満

10.7%
５年～10年未満

11.1%

10年～20年未満

17.9%

20年以上

15.2% (n=487)

１－５ いままで全部で日本にどのくらい住んでいますか？  

日本での在住期間では、「３年未満」（45.2％）の割合が最も高く、次いで「10 年～20 年

未満」（17.9％）、「20年以上」（15.2％）などの順となっている。 

１－６ そのうち岡山県に住んでいる期間はどのくらいですか？ 

岡山県での在住期間では、「３年未満」（48.9％）の割合が最も高く、次いで「10 年～20

年未満」（16.6％）、「３年～５年未満」（12.1％）などの順となっている。 

【１-５ 日本での在住期間】 

【１-６ 岡山県での在住期間】 

３年未満

48.9%

３年～５年未満

12.1%

５年～10年未満

10.5%

10年～20年未満

16.6%

20年以上

11.9% (n=487)
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１－７ いま住んでいる市町村はどちらですか？ 

県内での居住市町村では、「岡山市」（43.5％）の割合が最も高く、「倉敷市」（17.7％）

を合わせると、６割を超える。 

１－８ 今後どれくらい岡山県および日本に住もうと思っていますか？（１つに○） 

岡山県・日本での定住意向では、「ずっと岡山県に住み続ける」（33.5％）との回答が最も

多いものの、「将来は母国に帰る」（21.1％）との回答も多い。 

岡山市

43.5%

倉敷市

17.7%

その他

38.8%

(n=485)

【１-７ 居住市町村】 

【１-８ 岡山県・日本での定住意向】 

ずっと岡山県に

住み続ける

33.5%

将来は母国に帰る

21.1%

日本に住み続けるが、

岡山県に限らない

13.9%

母国と日本を行ったり

来たりする

13.1%

ほかの国に行く

0.4% わからない

15.1%

その他

2.9%

(n=489)
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51.7%

２人

37.4%

３人

6.8%

４人

2.0%

５人

2.0%

(n=147)

１－９ 現在、同居している人はいますか？ （あてはまるもの全てに○） 

同居者では、「配偶者」（45.5％）の割合が最も高く、次いで「子ども」（31.3％）などの

順となっている。一方、約５人に１人は一人暮らしである。 

「その他」では友人、同じ会社の人などが多い。 

子どもの人数では、「１人」（51.7％）の割合が最も高く、次いで「２人」（37.4％）など

の順となっている。 

同居者の合計人数では、「３～５人」（38.9％）の割合が最も高く、次いで「２人」（25.6％）、

「１人」（21.6％）などの順となっている。 

３～５人

38.9%

２人

25.6%

１人

21.6%

６～９人

8.6%

20人以上

3.3%

10～19人

2.0%

(n=453)

【１-９ 同居者】 

【１-９ 子どもの人数】 【１-９ 同居者の合計人数】 
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２ 使っている言葉について                                    

２－１ あなたは日本語がどれくらいできますか？（１つに○） 

「ほとんどできない」との回答は、「話す」「聞く」ではわずかであるのに対し、「読む」

「書く」では高くなっているが、４技能とも前回調査より割合は低くなっている。

28.5 

26.3 

37.4 

40.1 

32.0 

30.1 

2.0 

3.4 

平成29年度(n=494)

平成21年度(n=501)

(%)0 20 40 60 80 100

自分の意見を正確に伝えることができる 日常会話ができる

簡単な単語が話せる ほとんど話せない

【２-１（１） 話す】 

【２-１（３） 読む】 

【２-１（４） 書く】 

【２-１（２） 聞く】 

25.3 

21.5 

34.8 

45.7 

30.8 

19.8 

9.1 

13.0 

(%)0 20 40 60 80 100

平成29年度(n=494)

平成21年度(n=494)

新聞が読める 簡単な漢字交じりの文章が読める

ひらがなまたはカタカナの文章が読める ほとんど読めない

20.6 

19.2 

33.3 

39.9 

31.0 

20.6 

15.1 

20.4 

平成29年度(n=490)

平成21年度(n=496)

(%)0 20 40 60 80 100

漢字を使って文章が書ける 簡単な漢字交じりの文章が書ける

ひらがなまたはカタカナの文章が書ける ほとんど書けない

30.8 

28.6 

36.3 

37.8 

31.0 

28.6 

1.8 

5.0 

平成29年度(n=490)

平成21年度(n=500)

(%)0 20 40 60 80 100

テレビのニュースが理解できる 日常会話はだいたい聞きとれる

簡単な単語は聞きとれる ほとんど聞きとれない
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下図は、日本語を「話す」「聞く」「読む」「書く」の４技能それぞれ４段階を点数とみな

して合計した値を作成し、在留資格ごとの平均を示している。 

短期滞在の研修生や技能実習生の平均点が低いものの、カテゴリによる著しい差があるわけ

ではない。 

【日本語能力と在留資格】 

２－２ あなたは日本語を勉強していますか？（１つに○） 

日本語の勉強では、「いま勉強している」（51.9％）と「今後勉強したい」（21.4％）を合

わせると、７割超と高い。 

経年比較すると、「よくわかるので勉強する必要がない」との回答は前回調査を 7.2 ポイン

ト上回っている。

【２-２ 日本語の勉強】 

16.9 

9.7 

51.9 

61.8 

21.4 

21.7 

7.4 

4.1 

2.5 

2.7 

平成29年度(n=486)

平成21年度(n=484)

(%)0 20 40 60 80 100

日本語がよくわかるので、勉強する必要がない いま勉強している

いま勉強していないが、今後、勉強したい いま勉強していないし、

今後も勉強するつもりはない
その他

（
合

計
得

点
の

平
均

）
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日本語の勉強について、国籍別にみると、韓国・朝鮮では「勉強する必要がない」との回答

が多く、ベトナムでは「いま勉強している」との回答が多い。 

国
籍
別

16.9 

20.4 

57.1 

38.9 

15.0 

4.0 

1.2 

15.4 

8.8 

51.9 

57.0 

14.3 

11.1 

38.3 

48.0 

82.1 

30.8 

44.1 

21.4 

14.5 

21.4 

27.8 

31.7 

36.0 

14.3 

30.8 

32.4 

7.4 

7.5 

7.1 

16.7 

6.7 

12.0 

1.2 

7.7 

11.8 

2.5 

0.5 

5.6 

8.3 

1.2 

15.4 

2.9 

全体(n=486)

中国(n=186)

韓国・朝鮮(n=28)

ブラジル(n=18)

フィリピン(n=60)

インドネシア(n=25)

ベトナム(n=84)

アメリカ(n=13)

その他(n=68)

(%)0 20 40 60 80 100

日本語がよくわかるので、勉強する必要がない いま勉強している

いま勉強していないが、今後、勉強したい いま勉強していないし、

今後も勉強するつもりはない
その他

【２-２ 日本語の勉強（国籍別）】 
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２－３ 上の２－２の質問で２.を選んだ方におたずねします。あなたは現在どのような方法で日

本語の勉強をしていますか？（１つに○） 

日本語の勉強方法では、日本語を独学で勉強している人は約７割と高く、日本語学校や日本

語教室で勉強している人は２割未満で低い。 

関連する他の調査項目をみると、行政等による日本語教室の認知度及び利用頻度は高くない

（１１－１）。仕事等のために「勉強する時間がない」という理由であることが推測される（２

－４）。その結果、行政・支援団体のサービスについて、「日本語教室の充実」よりも「交流

イベントの拡充」がニーズとして増大していることにも現れているのかもしれない（１１－２）。 

【２-３ 日本語の勉強方法】 

68.7 

65.1 

7.2 

9.7 

8.0 

8.3 

10.0 

11.9 

6.0 

5.0 

平成29年度(n=249)

平成21年度(n=278)

(%)0 20 40 60 80 100

自分で勉強している

（本やテレビ、ラジオの講座など）
日本語学校に通っている

県内または住んでいる市町村にある日本語教室 家族や友人、知人に教えてもらう

その他
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２－４ 上の２－２の質問で３.または４.を選んだ方におたずねします。いま勉強していない理由

を教えてください。（あてはまるもの３つまでに○） 

日本語を勉強していない理由では、「勉強する時間がない」（39.8％）との回答が最も多く、

次いで「日本語が難しい」（23.4％）、「近くに日本語教室がない」（16.4％）などの順とな

っている。 

経年比較でみると、「勉強する時間がない」との回答は前回調査を 9.7 ポイント上回ってい

る。一方、「どこで日本語が勉強できるのかわからない」との回答は前回調査を5.1ポイント、

「近くに日本語教室がない」との回答は前回調査を 13.8 ポイント下回っている。

15.6 

23.4 

15.6 

0.8 

16.4 

10.9 

10.2 

39.8 

8.6 

11.2 

20.7 

20.7 

2.6 

30.2 

12.1 

10.3 

30.1 

0 10 20 30 40 50

そのうちに母国に帰る

日本語が難しい

どこで日本語が勉強できるのか
わからない

母国の言葉だけで生活できる

近くに日本語教室がない

勉強の方法がわからない

お金がかかる

勉強する時間がない

その他

(%)

平成29年度(n=128) 平成21年度(n=116)

※平成21年度にはない選択肢

【２-４ 日本語を勉強しない理由】 
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２－５ 日本語以外の言葉（母国語を含む）で、ほとんど不自由なく使える言葉がありますか？ 

（あてはまるもの全てに○） 

日本語以外の語学能力では、「中国語」（31.6％）が最も多く、次いで「英語」（27.9％）

などの順となっている。 

経年比較すると、「英語」は前回調査を 8.6 ポイント、「ベトナム語」は前回調査を 6.6 ポ

イント上回っている。一方、「中国語」は前回調査を 9.8 ポイント下回っている。 

31.6 

6.3 

27.9 

2.8 

12.6 

4.1 

8.2 

2.8 

1.7 

5.6 

22.3 

41.4 

6.6 

19.3 

4.0 

10.8 

2.6 

1.6 

2.2 

3.2 

0 10 20 30 40 50

中国語

韓国・朝鮮語（ハングル）

英語

ポルトガル語

タガログ語・フィリピノ語

インドネシア語

ベトナム語

タイ語

スペイン語

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=462) 平成21年度(n=498)

※平成21年度にはない選択肢

※平成21年度にはない選択肢

【２-５ 日本語以外の語学能力】 
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３ 仕事について                           

３－１ あなたは仕事をしていますか？（１つに○） 

就業状況では、「就業中」（74.1％）の割合が最も高く、次いで「学生」（12.0％）、「専

業主婦・主夫」（9.8％）などの順となっている。 

経年比較すると、「就業中」は前回調査を 17.0 ポイント上回っている。一方、「専業主婦・

主夫」は前回調査を5.3ポイント下回っている。

74.1 

57.1 

12.0 

15.5 

9.8 

15.1 

1.6 

6.0 

2.4 

6.3 

平成29年度(n=490)

平成21年度(n=464)

(%)0 20 40 60 80 100

就業中 学生（アルバイトをしている人を含む）

専業主婦・主夫 失業中

その他

【３-１ 就業状況】 
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３－２ 上の３－１の質問で１.を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたの仕事は次のどれですか？（あてはまるもの全てに○） 

仕事の業種では、「製造業」（46.5％）の割合が最も高く、次いで「教育・学習支援業」（11.3％）、

「飲食・宿泊業」（8.4％）、「サービス業」（7.8％）などの順となっている。 

【３-２（１） 仕事の業種】 

4.3 

4.3 

46.5 

1.2 

1.7 

2.9 

0.3 

0.3 

8.4 

11.3 

7.8 

14.7 

2.3 

2.9 

43.3 

1.6 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

6.2 

10.7 

7.8 

23.1 

0 10 20 30 40 50

農林漁業

建設業

製造業

情報通信業

運輸業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

飲食・宿泊業

教育・学習支援業

サービス業

その他

(%)

平成29年度(n=346) 平成21年度(n=307)
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（２）あなたはどのように働いていますか？（１つに○） 

就業形態では、「研修生・技能実習生」（41.6％）の割合が最も高く、次いで「正社員」（24.2％）、

「アルバイト・パート・臨時雇い」（16.0％）などの順となっている。 

経年比較すると、「正社員」は前回調査を 8.9％上回っている。一方、「アルバイト・パー

ト・臨時雇い」は前回調査を 5.4 ポイント下回っている。 

関連する他の調査項目をみると、研修生・技能実習生の割合が高いという点は、調査対象者

の基本属性として短期の単身世帯が多いことと軌を一にする。こうした層は、仕事での不満と

して「会社の人とコミュニケーションができない」といった言語上の問題を抱えており（３－

２（６））、次項目（子育て・教育）が関連する層とは、問題状況を異にしていると考えられ

る。 

5.6 

3.7 

41.6 

41.6 

0.8 

2.4 

24.2 

15.3 

6.5 

5.8 

4.2 

6.1 

16.0 

21.4 

0.6 

0.3 

0.6 

3.4 

平成29年度(n=356)

平成21年度(n=327)

(%)0 20 40 60 80 100

自営業・家族従業員 研修生・技能実習生 会社経営・役員

正社員 嘱託・契約社員 派遣社員

アルバイト・パート

・臨時雇い
内職 その他

【３-２（２） 就業形態】 
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さらに、就業形態を性別にみると、「正社員」の割合は男性（34.0％）が女性（16.6％）を

17.4 ポイント、「嘱託・契約社員」の割合は男性（9.5％）が女性（4.4％）を 5.1ポイント上

回っている。一方、「研修生・技能実習生」の割合は女性（45.4％）が男性（36.7％）を 8.7

ポイント、「アルバイト・パート・臨時雇い」の割合は女性（23.9％）が男性（4.8％）を 19.1

ポイント上回っている。 

また、年代別にみると、「研修生・技能実習生」の割合は 20 代で７割超と最も高く、年齢

が上がるにつれて低くなっている。一方、「正社員」の割合は 60代で６割台半ばと最も高く、

年齢が上がるにつれて高くなっている。 

5.6 

8.2 

3.9 

2.9 

6.8 

5.3 

12.2 

50.0 

7.3 

1.6 

11.9 

41.6 

36.7 

45.4 

71.7 

32.0 

22.8 

34.3 

59.7 

19.0 

0.8 

2.0 

1.0 

1.8 

2.4 

1.7 

24.2 

34.0 

16.6 

12.3 

29.1 

28.1 

34.1 

66.7 

50.0 

28.1 

14.0 

33.3 

6.5 

9.5 

4.4 

3.6 

4.9 

7.0 

17.1 

33.3 

4.5 

4.7 

21.4 

4.2 

4.8 

3.9 

2.9 

3.9 

7.0 

7.3 

3.4 

4.7 

4.8 

16.0 

4.8 

23.9 

5.8 

20.4 

28.1 

24.4 

18.5 

15.5 

9.5 

0.6 

1.0 

1.0 

2.4 

1.1 

0.6 

1.0 

0.7 

1.0 

1.1 

全体(n=356)

男性(n=147)

女性(n=205)

20代(n=138)

30代(n=103)

40代(n=57)

50代(n=41)

60代(n=6)

70歳以上(n=2)

備前地域(n=178)

備中地域(n=129)

美作地域(n=42)

(%)0 20 40 60 80 100

自営業・家族従業員 研修生・技能実習生 会社経営・役員

正社員 嘱託・契約社員 派遣社員

アルバイト・パート

・臨時雇い
内職 その他

性
別

年
代
別

県
民
局
別

【３-２（２） 就業形態（性別・年代別・県民局別）】 
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（３）いまの仕事をどうやって見つけましたか？（１つに○） 

仕事の見つけ方では、「母国での情報」（20.2％）の割合が最も高く、次いで「知人の紹介」

（19.9％）、「民間の派遣会社」（17.9％）などの順となっている。 

経年比較すると、「ハローワーク」「民間の派遣会社」の割合が増えている。 

13.9 

8.8 

17.9 

12.0 

6.5 

6.2 

19.9 

18.2 

7.4 

11.7 

4.3 

7.8 

20.2 

21.8 

9.9 

13.6 

平成29年度(n=352)

平成21年度(n=308)

(%)0 20 40 60 80 100

ハローワーク 民間の派遣会社 家族・親戚の紹介

知人の紹介 いまの勤務先からの勧誘 新聞や雑誌

母国での情報 その他

【３-２（３） 仕事の見つけ方】 



- 19 -

仕事の見つけ方を国籍別にみると、フィリピンでは「ハローワーク」の割合が高く、ベトナ

ムでは「民間の派遣会社」の割合が高い。 

国
籍
別

県
民
局
別

13.9 

16.0 

36.4 

7.7 

39.6 

1.4 

6.3 

15.3 

9.4 

19.5 

17.9 

15.2 

9.1 

15.4 

6.3 

4.5 

47.9 

2.1 

17.5 

20.5 

12.2 

6.5 

7.2 

15.4 

6.3 

4.5 

4.1 

10.0 

8.3 

6.2 

4.7 

14.6 

19.9 

19.2 

9.1 

46.2 

14.6 

4.5 

8.2 

30.0 

45.8 

25.4 

13.4 

17.1 

7.4 

11.2 

9.1 

6.3 

9.1 

1.4 

10.0 

8.3 

7.3 

5.5 

12.2 

4.3 

4.8 

18.2 

7.7 

6.3 

1.4 

4.2 

4.5 

4.7 

20.2 

17.6 

9.1 

7.7 

6.3 

68.2 

30.1 

30.0 

8.3 

12.4 

32.3 

17.1 

9.9 

8.8 

9.1 

14.6 

9.1 

5.5 

20.0 

16.7 

11.3 

9.4 

7.3 

全体(n=352)

中国(n=125)

韓国・朝鮮(n=11)

ブラジル(n=13)

フィリピン(n=48)

インドネシア(n=22)

ベトナム(n=73)

アメリカ(n=10)

その他(n=48)

備前地域(n=177)

備中地域(n=127)

美作地域(n=41)

(%)0 20 40 60 80 100

ハローワーク 民間の派遣会社 家族・親戚の紹介

知人の紹介 いまの勤務先からの勧誘 新聞や雑誌

母国での情報 その他

【３-２（３） 仕事の見つけ方（国籍別・県民局別）】 



- 20 -

（４）一年前と比べて、現在のあなたの収入はどう変わりましたか？（１つに○） 

一年前と比べた収入の変化では、『増えた』（「かなり増えた」と「少し増えた」を合わせ

た割合）が 44.4％、『減った』（「かなり減った」と「少し減った」を合わせた割合）が 12.8％

となっている。 

経年比較すると、『増えた』は前回調査を 24.1 ポイント上回っている。 

在留資格とのクロス表を対応分析にかけた結果では、全体として「少し増えた」「変わらな

い」が多いが、なかでも研修生で『増えた』とする割合が高く、技能実習生がそれに次いでい

る。一方、永住者では「あまり変わらない」「かなり減った」とする割合が高く、二分されて

いる。 

（５）一年前と比べて、現在のあなたの仕事の量はどう変わりましたか？（１つに○） 

一年前と比べた仕事量の変化では、『増えた』は 42.8％、『減った』は 11.2％となってい

る。 

経年比較すると、『増えた』は前回調査を 20.9 ポイント上回っている。 

在留資格とのクロス表を対応分析にかけた結果では、全体としては「かなり増えた」「少し

増えた」「あまり変わらない」で９割弱を占めるが、技能実習生で「かなり増えた」の割合が

高いこと以外には、在留資格による違いはみられない。 

収入の変化と仕事量の変化には相応の関連があり、仕事が増えれば収入もそれに応じて増え

るということを示している。 

13.2 

4.6 

29.6 

17.3 

46.0 

31.4 

8.3 

17.3 

2.9 

6.3 6.5 

16.6 

平成29年度(n=348)

平成21年度(n=475)

(%)0 20 40 60 80 100

かなり増えた 少し増えた あまり変わらない

少し減った かなり減った 仕事がなくなった

元々仕事をしていない

※平成29年度にはない選択肢

※平成29年度にはない選択肢

【３-２（４） 収入の変化】 

【３-２（５） 仕事量の変化】 

『増えた』 『減った』 

9.1 

2.1 

35.3 

18.2 

42.7 

32.9 

9.1 

15.7 

3.7 

11.5 

6.3 

13.2 

平成29年度(n=351)

平成21年度(n=477)

(%)0 20 40 60 80 100

かなり増えた 少し増えた あまり変わらない

少し減った かなり減った 収入がなくなった

もともとない
※平成29年度にはない選択肢

※平成29年度にはない選択肢

『増えた』 『減った』 
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（６）いまの仕事で不満に思うことは何ですか？（あてはまるもの３つまでに○） 

仕事での不満では、「とくにない」が約半数と最も多い。 

不満の内容では、「賃金が安い」（24.3％）との回答が最も多く、次いで「会社の人とうま

くコミュニケーションができない」（15.1％）などの順となっている。 

24.3 

1.7 

4.9 

5.2 

2.3 

6.4 

5.5 

2.9 

15.1 

8.1 

6.7 

46.1 

31.2 

1.2 

5.5 

9.7 

4.2 

3.6 

5.5 

4.2 

10.3 

12.1 

0 10 20 30 40 50

賃金が安い

賃金や残業代がきちんと
支払われない

雇用期間が短い

いつ解雇されるか不安だ

健康保険や雇用保険に入っていない

労働時間が長い

労働時間が短い

雇用契約の内容と実際が違う

会社の人とうまく
コミュニケーションができない

外国人だからといって差別される

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=345) 平成21年度(n=330)

※平成21年度にはない選択肢

※平成21年度にはない選択肢

【３-２（６） 仕事での不満】 
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24.3 1.7 4.9 5.2 2.3 6.4 5.5 2.9 15.1 8.1 6.7 46.1

中国(n=124) 29.0 0.8 6.5 3.2 2.4 9.7 6.5 2.4 10.5 7.3 5.6 46.0

韓国・朝鮮(n=11) 27.3 9.1 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 63.6

ブラジル(n=12) 25.0 0.0 8.3 25.0 0.0 8.3 8.3 0.0 8.3 0.0 0.0 50.0

フィリピン(n=46) 19.6 0.0 2.2 13.0 2.2 4.3 2.2 2.2 4.3 4.3 8.7 50.0

インドネシア(n=22) 18.2 0.0 4.5 0.0 0.0 13.6 0.0 0.0 13.6 4.5 4.5 68.2

ベトナム(n=70) 20.0 2.9 4.3 4.3 1.4 0.0 8.6 4.3 38.6 8.6 2.9 34.3

アメリカ(n=10) 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 20.0 10.0 30.0 40.0

その他(n=48) 29.2 4.2 6.3 2.1 4.2 6.3 6.3 4.2 8.3 18.8 12.5 43.8

３年未満(n=159) 21.4 1.3 6.3 1.3 1.3 1.9 8.8 1.3 25.2 7.5 3.8 49.7

３年～５年未満(n=32) 21.9 6.3 6.3 3.1 0.0 6.3 0.0 9.4 9.4 6.3 6.3 43.8

５年～10年未満(n=41) 36.6 2.4 0.0 12.2 2.4 9.8 4.9 2.4 4.9 12.2 14.6 31.7

10年～20年未満(n=61) 26.2 0.0 3.3 8.2 1.6 11.5 4.9 3.3 4.9 8.2 8.2 49.2

20年以上(n=46) 23.9 2.2 6.5 10.9 8.7 13.0 0.0 4.3 4.3 6.5 8.7 41.3

全体(n=345)

国

籍

別

日
本
で
の

在
住
期
間
別

仕事での不満を国籍別にみると、中国では「賃金が安い」、ベトナムでは「会社の人とうま

くコミュニケーションができない」との回答が多い。 

日本での在住期間別にみると、「３年未満」では「会社の人とうまくコミュニケーションが

できない」との回答が最も多く、在住期間が長くなるにつれて少なくなっている。

【３-２（６） 仕事での不満（国籍別・日本での在住期間別）】 
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４ 子育てと教育について                                      

４－１ あなたは、いま日本に 18歳以下の子どもがいますか？（あてはまるもの全てに○） 

18 歳以下の子どもの有無では、回答者に若い世代や研修生が多いことから、「子どもはいな

い」割合が 69.5％と最も高い。 

経年比較すると、「小学生～18 歳以下の子どもがいる」割合は前回調査を 10.6 ポイント上

回っている。一方、「子どもはいない」割合は前回調査を 12.6 ポイント下回っている。

４－２ 上の４－１の質問で１.を選んだ方におたずねします。 

（１）あなたは主にどのような方法で子育てをしていますか？（１つに○） 

主な子育ての方法では、「保育園に入園させている」（44.6％）割合が最も高く、次いで「家

族で育てている」（35.1％）、「幼稚園に入園させている」（10.8％）などの順となっている。 

経年比較すると、「保育園に入園させている」割合は前回調査を 13.7 ポイント上回ってい

る。一方、「家族で育てている」割合は前回調査を 11.7 ポイント下回っている。 

17.1 

19.9 

69.5 

14.4 

9.3 

82.1 

3.4 

0 20 40 60 80 100

小学校入学以前の子どもがいる

小学生～18歳以下の子どもがいる

子どもはいない

小学校入学以前・小学校～18歳

(%)

平成29年度(n=463) 平成21年度(n=330)

※平成29年度にはない選択肢

【４-１ 18 歳以下の子どもの有無】 

【４-２（１） 主な子育ての方法】 
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46.8 
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30.9 

10.8 

10.6 

2.7 1.4 

1.1 

5.4 

10.6 

平成29年度(n=74)

平成21年度(n=94)

(%)0 20 40 60 80 100

家族で育てている 保育園に入園させている

職場や民間の託児所に預けている幼稚園に入園させている

親族や友人、近所の人に預けている その他
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（２）日本での子育てで過去に困ったことや現在困っていることがありますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○）

子育てでの困りごとでは、「とくにない」が31.1％と最も多い。 

困りごとの内容では、「仕事中子どもを預かってくれるところがない」「子育てをしている

親同士の交流機会が少ない」（16.2％）との回答が最も多く、次いで「出産費用が高い」（14.9％）、

「子育てについて誰に相談したらいいかわからない」（13.5％）などの順となっている。「そ

の他」では「子どもが保育園などに入れない」という回答が最も多い。 

経年比較すると、「子どもの出生届や国籍取得の手続きがわからない」との回答は前回調査

を 7.6 ポイント上回っている。一方、「出産費用が高い」との回答は前回調査を6.4ポイント、

「子育てをしている親同士の交流機会が少ない」との回答は前回調査を 9.3 ポイント下回って

いる。 

【４-２（２） 子育てでの困りごと】 
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10.8 

10.8 

16.2 

13.5 

14.9 

16.2 

6.8 

4.1 

21.6 

31.1 

1.1 

3.2 

8.5 

12.8 

10.6 

21.3 

25.5 

6.4 

2.1 
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妊娠や出産などの手続きが
わからない

子どもの出生届や国籍取得の
手続きがわからない

親子（母子）手帳や予防接種、
検診の案内がわからない

仕事中子どもを預かってくれる
ところがない

子育てについて誰に相談したら
いいかわからない
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交流機会が少ない

保育園や幼稚園の先生とうまく
コミュニケーションがとれない

保育園や幼稚園で子どもが
いじめられる

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=74) 平成21年度(n=94)

※平成21年度にはない選択肢

※平成21年度にはない選択肢
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４－３ 上の４－１の質問で２.を選んだ方におたずねします。 

（１）子どもは日本の学校に通っていますか？ 

日本の学校への通学状況では、「通っている」割合が 89.8％、「通っていない」割合が 10.2％

となっている。 

経年比較すると、「通っている」割合は前回調査を 14.8 ポイント上回っている。 

（２）上の（１）の質問で１.を選んだ方におたずねします。あなたが日本の学校に望むことは何

ですか？（あてはまるもの全てに○） 

日本の学校への要望では、「とくにない」が58.9％と最も多い。 

要望の内容では、「放課後に特別な指導をしてほしい」（21.9％）との回答が最も多く、次

いで「日本人と同じ授業の中で特別に指導をしてほしい」（19.2％）、「外国人の児童生徒の

みを対象とする授業をしてほしい」（4.1％）の順となっている。 

【４-３（１） 日本の学校への通学状況】 

【４-３（２） 日本の学校への要望】 
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（３）上の（１）の質問で２.を選んだ方におたずねします。あなたの子どもは主にどのような教

育を受けていますか？（あてはまるもの全てに○）

日本の学校以外の学習状況では、「外国系・民族系学校に通っている」割合が 44.4％、「フ

リースクール、塾などに通っている」割合が 11.1％となっている。 

【４-３（３） 日本の学校以外の学習状況】 

44.4 

11.1 

0.0 

22.2 

22.2 

0.0 
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80.0 
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外国系・民族系の学校に通っている
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家庭教師の指導や通信教育を
受けている

その他

とくにない

教育を受けずに働いている

(%)

平成29年度(n=9) 平成21年度(n=25)

※平成21年度にはない選択肢
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（４）上の４－１の質問で２.を選んだ方におたずねします。あなたが子どもの教育について心配

することは何ですか？（あてはまるもの３つまでに○） 

教育での心配ごとでは、「子どもが母国語を話せなくなる」（33.3％）との回答が最も多く、

次いで「学校でいじめられる」、「子どもが母国の文化や価値観を理解しない」（24.6％）な

どの順となっている。また、「とくにない」も24.6％と多い。 

背景には、子育て世帯の定住化の傾向があり、子育ての困りごとでは３割が「とくにない」

（４－２（２））、日本の学校への要望も６割が「とくにない」（４－３（２））としている

こととの関連性がうかがえる。その結果として、児童にとっての母国の言語や文化の理解に対

する懸念が上昇しているものと推測できる。 

【４-３（４） 教育での心配ごと】 
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外国系・民族系学校が少ない

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=57) 平成21年度(n=60)

※平成21年度にはない選択肢

※平成21年度にはない選択肢
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５ 住宅について                                                 

５－１ あなたはどのような家に住んでいますか？（１つに○） 

現在の住居では、「民間の賃貸住宅」（31.4％）の割合が最も高く、次いで「社宅」（28.1％）、

「持ち家」（26.2％）などの順となっている。 

経年比較すると、「持ち家」の割合は前回調査を 5.4 ポイント上回り、「収入の増加」と「正

社員化」との関係が深いと思われる。 

【５-１ 現在の住居】 
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8.5 

10.8 
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社宅 その他
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現在の住居を日本での在住期間別にみると、20年以上では「持ち家」の割合が６割を超え、

在住期間が長くなるほど高くなっている。また、３年未満では「社宅」の割合が過半数を占め

る。 

県民局別にみると、美作地域では「持ち家」の割合が高い。 
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2.0 

1.9 

1.2 

2.8 

3.8 

8.8 

5.8 

全体(n=484)

３年未満(n=213)

３年～５年未満(n=51)

５年～10年未満(n=54)
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【５-１ 現在の住居（日本での在住期間別・県民局別）】 
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５－２ 住宅に関して困ったことは何ですか？（あてはまるもの全てに○） 

住宅での困りごとでは、「とくにない」が 64.0％と最も多い。 

また、困りごとの内容では、「住宅価格や家賃が高い」との回答が 21.2％と最も多い。 

【５-２ 住宅での困りごと】 
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６ 医療や保険について                        

６－１ あなたは、次のような保険や年金に加入していますか？（あてはまるもの全てに○） 

保険や年金への加入状況では、「職場の社会保険・年金」（54.8％）の割合が最も高く、次

いで「市町村の国民健康保険・年金」（38.9％）、「保険会社などの任意保険・年金」（9.0％）

などの順となっている。約９割の人が何らかの保険や年金に加入しており、未加入者の割合は

１割未満と低い。 

経年比較すると、「職場の社会保険・年金」の割合は前回調査を 12.9 ポイント上回り、「正

社員化」と「職場環境の改善」との関係が深いと思われる。 

【６-１ 保険や年金への加入状況】 
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６－２ 上の６－１の質問で４.を選んだ方におたずねします。加入していない理由は何ですか？ 

（１つに○） 

保険や年金への未加入者は少ないものの、未加入の理由では、「加入したいが金銭的に負担

できない」との回答が 58.8％と最も多い。 

６－３ あなたや家族が、けがや病気のときどうしますか？（１つに○） 

けがや病気のときの対応では、９割以上が「病院や診療所へ行く」としている。 

【６-２ 保険や年金へ未加入の理由】 

【６-３ けがや病気のときの対応】 
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６－４ 上の６－３の質問で１.または２.を選んだ方におたずねします。病院や診療所へ行かない

理由は何ですか？（あてはまるもの３つまでに○） 

病院や診療所へ行かないとの回答者数は少ないものの、行かない理由では、「言葉の通じる

病院や診療所がない」（50.0％）との回答が最も多く、次いで「お金に余裕がない」（40.0％）

などの順となっている。 

【６-４ 病院や診療所へ行かない理由】 
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７ 防災について                                                

７－１ 地震や台風などの災害が発生したとき、あなたはどこから情報を入手しますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

災害時の情報の入手先では、「携帯電話」（59.9％）が最も多く、次いで「テレビ」（50.1％）、

「インターネット（パソコン）」（37.5％）などの順となっている。 

経年比較すると、「インターネット（パソコン）」は前回調査を 10.1 ポイント、「携帯電

話」は前回調査を45.1 ポイント上回っている。一方、「テレビ」は前回調査を33.8 ポイント

下回っている。

【７-１ 災害時の情報の入手先】 
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災害時の情報の入手先を年代別でみると、20代では「携帯電話」「インターネット（パソコ

ン）」の割合が高く、「テレビ」は年齢が上がるにつれて多くなっている。 

県民局別にみると、美作地域では「テレビ」が多い。 

【７-１ 災害時の情報の入手先（年代別・県民局別）】 
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50.1 4.3 37.5 59.9 0.4 2.9 4.5

20代(n=193) 29.0 2.1 45.1 57.0 1.0 1.6 3.6

30代(n=136) 52.9 4.4 36.8 65.4 0.0 2.9 2.9

40代(n=75) 68.0 4.0 28.0 61.3 0.0 5.3 5.3

50代(n=50) 76.0 10.0 30.0 64.0 0.0 2.0 8.0

60代(n=18) 88.9 5.6 38.9 44.4 0.0 5.6 16.7

70歳以上(n=8) 100.0 25.0 0.0 37.5 0.0 12.5 0.0

備前地域(n=265) 48.7 4.5 37.4 64.2 0.8 4.2 2.3

備中地域(n=162) 46.9 3.1 39.5 54.3 0.0 0.6 4.9

美作地域(n=53) 66.0 3.8 32.1 54.7 0.0 3.8 15.1
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10.6 0.6 16.5 24.6 1.6 2.6

20代(n=193) 10.4 0.0 18.7 36.8 1.6 5.2

30代(n=136) 9.6 0.7 13.2 21.3 3.7 0.7

40代(n=75) 8.0 1.3 20.0 16.0 0.0 2.7

50代(n=50) 14.0 2.0 12.0 12.0 0.0 0.0

60代(n=18) 22.2 0.0 27.8 5.6 0.0 0.0

70歳以上(n=8) 25.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0

備前地域(n=265) 9.8 0.4 17.7 18.1 1.9 3.0

備中地域(n=162) 9.3 1.2 15.4 37.0 1.2 1.9

美作地域(n=53) 18.9 0.0 15.1 18.9 1.9 3.8

全体(n=491)

年

代

別

全体(n=491)

年

代

別

県
民
局
別

県
民
局
別
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７－２ 災害に関して知っておきたい情報は何ですか？（あてはまるもの全てに○） 

知っておきたい災害情報では、「避難場所や避難経路」（67.1％）が最も多く、次いで「緊

急時の問い合わせ先」（44.4％）などの順となっている。 

【７-２ 知っておきたい災害情報】 

25.4 

67.1 

44.4 

18.4 

1.5 

17.3 

24.5 

63.4 

48.2 

16.8 

2.1 

17.1 

0 20 40 60 80

住んでいる地域の過去の災害情報

避難場所や避難経路

緊急時の問い合わせ先

防災訓練の実施日・内容

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=468) 平成21年度(n=481)
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７－３ 地震や台風などの災害に日頃からどんな準備をしていますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

災害に対する日頃の備えでは、「とくに何もしていない」が 36.1％と最も多い。 

日頃の備えの内容では、「食糧や飲料水を準備している」（29.4％）との回答が最も多く、

次いで「携帯ラジオ、懐中電灯などを準備している」「近くの学校や公園など、避難する場所

を決めている」（24.2％）などの順となっている。 

また、一般県民の災害に対する備えについてのアンケートと比較すると、「避難場所を決め

ている」「家具の転倒防止」「家族との連絡方法を決めている」などの割合が低い。 

29.4 

24.2 

24.2 

12.5 

4.2 

18.0 

14.0 

11.3 

0.8 

36.1 

0 10 20 30 40

食糧や飲料水を準備している

携帯ラジオ、懐中電灯などを準備している

近くの学校や公園など、避難する場所を決めている

家族との連絡方法などを決めている

家具や冷蔵庫を固定し、転倒を防止している

日用品（衣料品、救急セット、医薬品など）を
すぐ持ち出せるよう準備している

貴重品などをすぐ持ち出せるように準備している

防災訓練に参加している

その他

とくに何もしていない

(%)(n=479)

【７-３ 災害に対する日頃の備え】 

31.9

20.5

33.1

15.9

8.0

24.4

23.4

0.7

28.4

2.5

0 10 20 30 40

非常食や水の備蓄

防災訓練への参加

避難場所・避難経路の確認

家具の転倒防止

自宅の耐震化や耐震診断の実施

家族との連絡方法を決める

ハザードマップの確認

その他

特に対策をしていない

無回答

(n=1,344) (%)

【参考】一般県民の災害に対する備え 

（出典：平成 29(2017)年度県民満足度調査（防災対策編）） 
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災害に対する日頃の備えを年代別にみると、「とくに何もしていない」は 20 代が最も少な

く、「食糧等を準備している」や「避難する場所を決めている」などの割合が高い。 

国籍別にみると、「とくに何もしていない」はフィリピンが最も少なく、「食糧等を準備し

ている」や「携帯ラジオ等を準備している」の割合が高い。 

【７-３ 災害に対する日頃の備え（年代別・国籍別）】 
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て
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他
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何

も

し

て
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29.4 24.2 24.2 12.5 4.2 18.0 14.0 11.3 0.8 36.1

20代(n=189) 31.2 17.5 28.6 14.8 3.2 21.7 14.8 15.3 0.0 31.7

30代(n=134) 33.6 23.1 19.4 9.7 4.5 18.7 11.2 11.2 1.5 39.6

40代(n=74) 24.3 32.4 23.0 10.8 2.7 14.9 13.5 9.5 1.4 36.5

50代(n=48) 20.8 33.3 22.9 14.6 8.3 10.4 16.7 4.2 2.1 43.8

60代(n=16) 31.3 37.5 25.0 12.5 12.5 6.3 25.0 0.0 0.0 37.5

70歳以上(n=7) 14.3 42.9 0.0 28.6 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 57.1

中国(n=187) 25.7 18.2 26.7 15.5 2.7 15.0 10.7 10.2 0.0 42.8

韓国・朝鮮(n=27) 11.1 25.9 25.9 18.5 11.1 3.7 18.5 0.0 0.0 44.4

ブラジル(n=17) 23.5 17.6 29.4 5.9 0.0 23.5 11.8 0.0 11.8 52.9

フィリピン(n=60) 46.7 35.0 16.7 10.0 1.7 25.0 25.0 18.3 0.0 16.7

インドネシア(n=23) 8.7 17.4 8.7 4.3 0.0 17.4 17.4 13.0 0.0 47.8

ベトナム(n=82) 36.6 22.0 34.1 13.4 3.7 28.0 9.8 19.5 0.0 28.0

アメリカ(n=13) 46.2 30.8 0.0 0.0 7.7 7.7 15.4 7.7 0.0 38.5

その他(n=66) 28.8 34.8 19.7 10.6 10.6 10.6 15.2 3.0 3.0 34.8

全体(n=479)

年

代

別

国

籍

別
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８ 生活情報について                                           

８－１ あなたは生活に必要な情報をどこで入手しますか？（あてはまるもの３つまでに○） 

生活情報の入手先では、「母国語または英語のインターネット」（41.6％）が最も多く、次

いで「同じ国籍の友人・知人」（38.1％）、「日本語のマスメディア（新聞、雑誌、テレビな

ど）」（34.2％）、「職場や学校」（32.5％）などの順となっている。 

経年比較すると、「母国語または英語のインターネット」は前回調査を 14.3 ポイント、「日

本語のインターネット」は前回調査を 7.7ポイント上回っている。一方、「日本語のマスメデ

ィア（新聞、雑誌、テレビなど）」は前回調査を 11.2 ポイント下回っている。

18.3 

41.6 

34.2 

22.0 

8.2 

38.1 

28.8 

32.5 

2.1 

18.1 

27.3 

45.4 

14.3 

9.8 

35.2 

28.6 

27.9 

0 10 20 30 40 50

母国語または英語のマスメディア
（新聞、雑誌、テレビなど）

母国語または英語のインターネット

日本語のマスメディア（新聞、
雑誌、テレビなど）

日本語のインターネット

県や市町村の広報誌やチラシ

同じ国籍の友人・知人

日本人の友人・知人

職場や学校

その他

(%)

平成29年度(n=486) 平成21年度(n=469)

※平成21年度にはない選択肢

【８-１ 生活情報の入手先】 
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生活情報の入手先を国籍別でみると、中国、韓国・朝鮮、ブラジルでは「日本語のマスメデ

ィア（新聞、雑誌、テレビなど）」の割合が高く、フィリピン、ベトナムでは「母国語または

英語のインターネット」の割合が高い。

【８-１ 生活情報の入手先（国籍別・県民局別）】 
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18.3 41.6 34.2 22.0 8.2 38.1 28.8 32.5 2.1

中国(n=188) 15.4 27.1 42.6 30.9 10.1 39.9 23.4 39.4 1.6

韓国・朝鮮(n=26) 15.4 23.1 61.5 34.6 23.1 11.5 57.7 15.4 0.0

ブラジル(n=19) 36.8 26.3 52.6 15.8 26.3 31.6 26.3 10.5 5.3

フィリピン(n=62) 16.1 46.8 32.3 6.5 3.2 25.8 35.5 30.6 1.6

インドネシア(n=25) 20.0 40.0 28.0 20.0 0.0 40.0 28.0 36.0 0.0

ベトナム(n=83) 14.5 63.9 13.3 8.4 4.8 59.0 24.1 39.8 0.0

アメリカ(n=13) 46.2 76.9 46.2 46.2 7.7 15.4 30.8 15.4 7.7

その他(n=67) 22.4 55.2 22.4 19.4 4.5 32.8 34.3 20.9 6.0

備前地域(n=260) 16.9 41.5 36.9 22.7 7.7 38.8 26.9 30.0 1.5

備中地域(n=162) 21.6 45.7 29.0 18.5 8.0 41.4 29.6 40.7 1.9

美作地域(n=54) 16.7 31.5 35.2 22.2 11.1 27.8 31.5 22.2 5.6

全体(n=486)

国

籍

別

県
民
局
別
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８－２ 県や市町村、支援団体（県や市町の国際交流協会、社会福祉協議会など）からの情報はあ

なたがわかる言葉で十分ありますか？（１つに○） 

県や市町村、支援団体からの情報の充実度では、約半数が『十分だ』（「十分だ」と「まあ

十分だ」を合わせた割合）としている。一方、約５人に１人は「全くたりない」としている。

県や市町村、支援団体からの情報の充実度を国籍別にみると、ベトナムでは足りないとして

いる割合が高い。 

国
籍
別

23.0 

27.8 

37.0 

17.6 

23.3 

28.0 

4.9 

41.7 

21.0 

32.0 

38.9 

11.1 

29.4 

41.7 

20.0 

22.0 

50.0 

27.4 

26.7 

20.6 

25.9 

17.6 

16.7 

36.0 

53.7 

8.3 

21.0 

18.3 

12.8 

25.9 

35.3 

18.3 

16.0 

19.5 

30.6 

全体(n=469)

中国(n=180)

韓国・朝鮮(n=27)

ブラジル(n=17)

フィリピン(n=60)

インドネシア(n=25)

ベトナム(n=82)

アメリカ(n=12)

その他(n=62)

(%)0 20 40 60 80 100

十分だ まあ十分だ 少したりない 全くたりない

『十分だ』

【８-２ 県や市町村、支援団体からの情報の充実度】 

【８-２ 県や市町村、支援団体からの情報の充実度（国籍別）】 

23.0 

17.8 

32.0 

39.3 

26.7 

23.8 

18.3 

19.1 

平成29年度(n=469)

平成21年度(n=445)

(%)0 20 40 60 80 100

十分だ まあ十分だ 少したりない 全くたりない

『十分だ』
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８－３ 県や市町村、支援団体からどのような情報を提供してほしいですか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

県や市町村、支援団体から提供してほしい情報では、「税金や年金」（23.0％）が最も多く、

次いで「病院・保健所・医療」「就職や雇用」（20.5％）、「外国語で相談できる窓口」（19.6％）

などの順となっている。 

経年比較すると、「税金や年金」は前回調査を 5.1 ポイント、「地域でのイベントや祭り」

は前回調査を 7.7 ポイント上回っている。一方、「就職や雇用」は前回調査を 15.3 ポイント

下回っていることから、平成21(2009)年と比較して外国人労働者の雇用条件が改善されたと思

われる。

【８-３ 県や市町村、支援団体から提供してほしい情報】 
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外国語で相談できる窓口

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=469) 平成21年度(n=442)
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県や市町村、支援団体から提供してほしい情報を年代別にみると、20・30代で「とくにない」

以外の数値が概ね高く、国籍別では、中国で「就職や雇用」、ベトナムで「災害や事故の対応」

の割合が高い。 

【８-３ 県や市町村、支援団体から提供してほしい情報 

（年代別・国籍別・日本での在住期間別・県民局別）】 
（％）
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12.6 16.0 9.2 20.5 20.5 16.2 12.6 23.0 6.2

20代(n=191) 14.1 14.1 12.6 22.5 17.8 17.8 14.7 20.9 6.8

30代(n=129) 13.2 24.0 14.7 18.6 25.6 17.8 17.1 26.4 8.5

40代(n=69) 8.7 18.8 0.0 24.6 26.1 13.0 5.8 21.7 2.9

50代(n=48) 14.6 8.3 0.0 14.6 18.8 12.5 10.4 29.2 2.1

60代(n=16) 0.0 0.0 0.0 18.8 6.3 6.3 0.0 12.5 12.5

70歳以上(n=7) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 0.0

中国(n=182) 13.7 22.0 12.1 19.8 22.5 15.4 14.8 20.9 4.9

韓国・朝鮮(n=26) 15.4 15.4 15.4 7.7 26.9 11.5 0.0 19.2 3.8

ブラジル(n=18) 16.7 16.7 16.7 27.8 22.2 16.7 5.6 33.3 0.0

フィリピン(n=54) 11.1 11.1 1.9 22.2 20.4 5.6 16.7 33.3 3.7

インドネシア(n=24) 0.0 4.2 4.2 20.8 8.3 12.5 0.0 16.7 8.3

ベトナム(n=82) 11.0 12.2 9.8 20.7 12.2 30.5 15.9 22.0 6.1

アメリカ(n=13) 0.0 23.1 7.7 15.4 23.1 23.1 0.0 46.2 15.4

その他(n=66) 13.6 12.1 4.5 24.2 25.8 10.6 13.6 19.7 12.1

３年未満(n=210) 11.4 10.5 6.7 21.4 17.6 17.6 16.2 17.6 9.5
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５年～10年未満(n=52) 19.2 25.0 19.2 17.3 30.8 19.2 15.4 32.7 0.0

10年～20年未満(n=85) 9.4 28.2 5.9 21.2 25.9 16.5 7.1 25.9 2.4

20年以上(n=64) 6.3 9.4 4.7 15.6 17.2 10.9 3.1 31.3 6.3

備前地域(n=255) 14.1 16.1 11.4 19.2 21.6 14.9 12.9 24.7 6.3

備中地域(n=155) 10.3 16.1 7.7 23.2 20.6 20.0 14.2 19.4 4.5

美作地域(n=48) 4.2 14.6 4.2 16.7 14.6 10.4 8.3 25.0 10.4
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8.1 6.2 5.8 15.8 13.0 19.6 1.3 20.9

20代(n=191) 10.5 7.9 4.7 22.0 13.6 21.5 1.6 16.8

30代(n=129) 5.4 7.0 4.7 14.7 14.0 20.2 1.6 13.2

40代(n=69) 8.7 2.9 10.1 7.2 13.0 18.8 0.0 24.6

50代(n=48) 8.3 6.3 6.3 12.5 12.5 20.8 0.0 33.3

60代(n=16) 6.3 0.0 6.3 12.5 6.3 6.3 6.3 50.0

70歳以上(n=7) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 71.4

中国(n=182) 9.3 6.0 2.2 9.9 12.1 16.5 0.5 22.5
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フィリピン(n=54) 3.7 9.3 11.1 5.6 9.3 22.2 1.9 18.5

インドネシア(n=24) 8.3 4.2 0.0 25.0 4.2 29.2 0.0 37.5

ベトナム(n=82) 7.3 7.3 8.5 24.4 17.1 19.5 1.2 11.0

アメリカ(n=13) 23.1 0.0 7.7 38.5 7.7 7.7 0.0 15.4

その他(n=66) 7.6 6.1 13.6 24.2 16.7 28.8 1.5 22.7

３年未満(n=210) 10.5 11.0 4.8 20.5 11.0 23.8 0.5 20.5

３年～５年未満(n=49) 12.2 4.1 12.2 18.4 22.4 16.3 2.0 4.1

５年～10年未満(n=52) 3.8 1.9 1.9 1.9 17.3 13.5 1.9 15.4

10年～20年未満(n=85) 4.7 3.5 8.2 11.8 12.9 16.5 2.4 21.2

20年以上(n=64) 6.3 0.0 4.7 14.1 9.4 18.8 1.6 40.6

備前地域(n=255) 9.4 2.7 7.1 14.9 11.0 19.2 1.6 18.4

備中地域(n=155) 6.5 11.0 1.9 17.4 14.8 21.3 0.6 23.2

美作地域(n=48) 6.3 10.4 12.5 18.8 18.8 18.8 2.1 27.1
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全体(n=469)
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別
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９ 困りごとや相談について                                  

９－１ あなたが普段の生活で困っていることや不安に思っていることは何ですか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

普段の生活での困りごとや不安なことでは、「言葉に関すること」（32.7％）が最も多く、

次いで「習慣・文化の違い」（20.0％）、「生活費のこと」（19.2％）などの順となっている。

また、約４人に１人は「とくにない」としている。 

経年比較すると、「仕事のこと」は前回調査を 10.6 ポイント、「習慣・文化の違い」は前

回調査を7.3 ポイント下回っている。

7.6 

11.2 

9.9 

13.1 

16.0 

14.1 

9.1 

8.2 

32.7 

19.2 

20.0 

1.9 

25.7 

10.5 

8.0 

6.1 

13.4 

26.6 

13.2 

8.6 

6.5 

37.1 

22.6 

27.3 

0 10 20 30 40

住宅のこと

子育てのこと

子どもの学校のこと

病気やけがのときの対処のしかた

仕事のこと

災害や緊急事態の対処のしかた

生活情報の入手

地域社会との関わり

言葉に関すること

生活費のこと

習慣・文化の違い

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=474) 平成21年度(n=477)

※平成21年度にはない選択肢

※平成21年度にはない選択肢

【９-１ 普段の生活での困りごとや不安なこと】 
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普段の生活での困りごとや不安なことの年代別では、20 代で「言葉に関すること」が多く、

国籍別では、ベトナムで「言葉に関すること」が多い。日本での在住期間別では、３年未満で

「言葉に関すること」が多く、県民局別では、美作地域で「とくにない」が多い。

【９-１ 普段の生活での困りごとや不安なこと 

（年代別・国籍別・日本での在住期間別・県民局別）】 

)

（％）
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7.6 11.2 9.9 13.1 16.0 14.1 9.1

20代(n=192) 4.2 4.2 3.1 14.6 12.0 16.1 12.0

30代(n=133) 14.3 21.1 18.8 12.8 21.1 14.3 9.0

40代(n=69) 2.9 18.8 13.0 8.7 18.8 11.6 7.2

50代(n=48) 6.3 6.3 14.6 18.8 20.8 14.6 6.3

60代(n=16) 12.5 0.0 0.0 6.3 12.5 6.3 0.0

70歳以上(n=7) 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 0.0

中国(n=181) 9.9 14.9 12.7 11.6 19.3 12.7 7.7

韓国・朝鮮(n=27) 18.5 14.8 14.8 14.8 22.2 7.4 18.5

ブラジル(n=19) 10.5 10.5 10.5 5.3 26.3 21.1 10.5

フィリピン(n=56) 7.1 3.6 10.7 8.9 16.1 5.4 7.1

インドネシア(n=25) 8.0 8.0 12.0 24.0 12.0 8.0 0.0

ベトナム(n=84) 0.0 4.8 2.4 16.7 11.9 27.4 13.1

アメリカ(n=13) 0.0 23.1 7.7 15.4 7.7 23.1 7.7

その他(n=66) 6.1 12.1 9.1 13.6 10.6 10.6 9.1

３年未満(n=213) 1.9 0.5 0.5 14.6 11.3 14.6 10.3

３年～５年未満(n=50) 12.0 8.0 12.0 10.0 20.0 14.0 16.0

５年～10年未満(n=53) 22.6 30.2 22.6 13.2 18.9 22.6 9.4

10年～20年未満(n=83) 9.6 32.5 18.1 14.5 21.7 9.6 7.2

20年以上(n=67) 7.5 6.0 17.9 10.4 16.4 13.4 3.0

備前地域(n=256) 9.0 12.1 7.8 14.5 16.0 16.4 9.8

備中地域(n=158) 5.1 10.1 12.7 9.5 14.6 12.7 10.8

美作地域(n=51) 3.9 7.8 7.8 17.6 15.7 9.8 2.0
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社
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8.2 32.7 19.2 20.0 1.9 25.7

20代(n=192) 7.3 43.2 21.4 24.5 2.1 22.9

30代(n=133) 7.5 30.1 18.8 21.1 1.5 20.3

40代(n=69) 14.5 24.6 14.5 14.5 1.4 27.5

50代(n=48) 8.3 22.9 18.8 14.6 4.2 27.1

60代(n=16) 6.3 12.5 25.0 6.3 0.0 62.5

70歳以上(n=7) 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 71.4

中国(n=181) 7.2 31.5 14.9 25.4 1.1 23.8

韓国・朝鮮(n=27) 7.4 14.8 14.8 18.5 3.7 33.3

ブラジル(n=19) 5.3 26.3 21.1 10.5 5.3 31.6

フィリピン(n=56) 7.1 30.4 21.4 16.1 1.8 28.6

インドネシア(n=25) 4.0 24.0 20.0 16.0 8.0 32.0

ベトナム(n=84) 9.5 54.8 20.2 22.6 0.0 14.3

アメリカ(n=13) 15.4 30.8 0.0 0.0 7.7 30.8

その他(n=66) 12.1 22.7 31.8 15.2 1.5 34.8

３年未満(n=213) 5.2 50.7 18.8 24.4 2.3 27.2

３年～５年未満(n=50) 14.0 30.0 18.0 32.0 0.0 18.0

５年～10年未満(n=53) 5.7 18.9 32.1 15.1 1.9 9.4

10年～20年未満(n=83) 16.9 20.5 14.5 18.1 1.2 20.5

20年以上(n=67) 4.5 7.5 17.9 6.0 3.0 44.8

備前地域(n=256) 8.6 32.0 16.4 24.6 0.8 21.9

備中地域(n=158) 7.0 34.2 22.2 14.6 1.3 29.1

美作地域(n=51) 9.8 35.3 21.6 17.6 9.8 35.3

全体(n=474)

年

代

別

国

籍

別

年

代
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別

全体(n=474)

日
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別
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９－２ あなたやあなたの家族や友人が地域との間でトラブルを経験したことがありますか？ 

（１つに○） 

地域間トラブルの経験では、「ない」が 85.0％、「ある」が 15.0％となっている。 

経年比較すると、「ある」は前回調査を 6.7ポイント下回っている。 

９－３ 上の９－２の質問で２.を選んだ方におたずねします。トラブルの一番の原因は何だと思

いますか？（１つに○） 

トラブルの原因では、「お互いに言葉が通じない」（29.9％）との回答が最も多く、次いで

「日本人が外国人の生活習慣や文化に理解がない」（25.4％）、「外国人が日本の習慣や決ま

りを理解していない」（11.9％）などの順となっている。 

経年比較すると、「お互いに言葉が通じない」との回答は前回調査を 14.8 ポイント上回っ

ている。一方、「相手の生活習慣や文化を理解しようとする気持ちがない」との回答は前回調

査を 18.2 ポイント下回っている。 

85.0 

78.3 

15.0 

21.7 

平成29年度(n=474)

平成21年度(n=452)

(%)0 20 40 60 80 100

ない ある

25.4 

23.5 

11.9 

8.4 

29.9 

15.1 

9.0 

6.7 

4.5 

22.7 

9.0 

15.1 

10.4 

8.4 

平成29年度(n=67)

平成21年度(n=119)

(%)0 20 40 60 80 100

日本人が外国人の生活習慣や文化に

理解がない

外国人が日本の習慣や決まりを

理解していない

お互いに言葉が通じない

相手の生活習慣や文化を

理解しようとする気持ちがない

お互いにコミュニケーションをとらない

その他

わからない

【９-２ 地域間トラブルの経験】 

【９-３ トラブルの原因】 
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９－４ あなたは、普段の生活の中で、日本人から外国人に対する偏見や差別を感じたことがあり

ますか？（１つに○） 

偏見や差別を感じた経験では、『ない』（「全くない」と「あまりない」を合わせた割合）

が 60.9％、『ある』（「よくある」と「ときどきある」を合わせた割合）が 34.5％となって

いる。 

本県での在留期間とのクロス表を対応分析にかけた結果では、留学生や研修生・技能実習生

が該当する「３年未満」の短期在留者に「全くない」が多くなっていることから、在留期間が

長くなることでそういった場面に遭遇する機会が増えるのではないかと推測される。 

【９-４ 偏見や差別を感じた経験】 

『ない』 『ある』 

28.3 32.6 29.7 

4.8 

4.6 n=481

(%)0 20 40 60 80 100

全くない あまりない ときどきある よくある わからない



- 48 -

19.6 

23.3 

31.3 

20.9 

1.8 

14.7 

1.8 

14.7 

57.7 

11.0 

0 20 40 60

公的機関の手続きなど

日本人の友人とのつき合いのとき

近所の人とのつき合いのとき

家を探すとき

自分や家族が結婚するとき

電車やバス等に乗っているとき

出産・育児の場面

学校などの教育の場

仕事のとき

その他

(%)(n=163)

９－５ 上の９－４の質問で３.４.を選んだ方におたずねします。偏見や差別をどのような場合に

感じましたか？（あてはまるもの全てに○） 

偏見や差別を感じた場面では、「仕事のとき」（57.7％）が最も多く、次いで「近所の人と

のつき合いのとき」（31.3％）、「日本人の友人とのつき合いのとき」（23.3％）などの順と

なっている。 

偏見や差別を感じた場面の年代別では、40代・50代で「近所の人とのつき合いのとき」が

多く、国籍別では、中国で「近所の人とのつき合いのとき」が多い。 

【９-５ 偏見や差別を感じた場面】 

【９-５ 偏見や差別を感じた場面（性別・年代別・国籍別）】 
（％）
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19.6 23.3 31.3 20.9 1.8 14.7 1.8 14.7 57.7 11.0

男性(n=64) 20.3 20.3 26.6 28.1 3.1 26.6 3.1 12.5 53.1 17.2

女性(n=97) 18.6 24.7 34.0 15.5 1.0 7.2 1.0 16.5 61.9 7.2

20代(n=51) 17.6 27.5 21.6 13.7 0.0 17.6 0.0 21.6 56.9 15.7

30代(n=54) 24.1 27.8 33.3 29.6 3.7 14.8 3.7 13.0 57.4 7.4

40代(n=28) 17.9 14.3 39.3 17.9 0.0 14.3 3.6 7.1 67.9 7.1

50代(n=22) 18.2 22.7 40.9 9.1 4.5 13.6 0.0 13.6 59.1 18.2

60代(n=2) 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

70歳以上(n=3) 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

中国(n=68) 17.6 22.1 39.7 26.5 0.0 13.2 1.5 16.2 63.2 10.3

韓国・朝鮮(n=12) 25.0 33.3 33.3 25.0 0.0 0.0 0.0 16.7 33.3 16.7

ブラジル(n=9) 22.2 11.1 22.2 0.0 0.0 11.1 0.0 22.2 77.8 11.1

フィリピン(n=22) 18.2 18.2 31.8 9.1 4.5 9.1 0.0 18.2 68.2 4.5

インドネシア(n=5) 0.0 20.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 80.0 0.0

ベトナム(n=17) 5.9 23.5 5.9 23.5 0.0 23.5 0.0 5.9 47.1 11.8

アメリカ(n=4) 25.0 75.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0 75.0 25.0

その他(n=24) 33.3 20.8 29.2 25.0 8.3 29.2 8.3 12.5 41.7 16.7

全体(n=163)

性

別

年

代

別

国

籍
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９－６ 外国人と日本人が地域の中でいっしょに生きていくためには、何が必要だと思いますか？

（あてはまるもの３つまでに○） 

外国人と日本人が共生するために必要なことでは、「外国人に対する日本人の理解を深めて

ほしい」（36.6％）との回答が最も多く、次いで「外国人をもっと雇ってほしい・良い環境で

働けるようにしてほしい」（34.0％）、「外国人が日本語を勉強したり、外国人の子どもが勉

強するチャンスを増やしてほしい」（33.8％）などの順となっている。 

経年比較すると、「外国人が日本語を勉強したり、外国人の子どもが勉強するチャンスを増

やしてほしい」との回答は前回調査を 5.8ポイント上回っている。一方、「外国人をもっと雇

ってほしい・良い環境で働けるようにしてほしい」との回答は前回調査を9.6 ポイント、「外

国人の意見を行政に取り込むシステムをつくってほしい」との回答は前回調査を7.3ポイント、

「外国人に対する日本人の理解を深めてほしい」との回答は前回調査を 12.2 ポイント下回っ

ている。

【９-６ 外国人と日本人が共生するために必要なこと】 
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平成29年度(n=470) 平成21年度(n=486)
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外国人と日本人が共生するために必要なことを性別にみると、男性で「外国人をもっと雇っ

てほしい・良い環境で働けるようにしてほしい」との回答は約４割、「外国人向けの相談回数

や場所を増やしてほしい」との回答が２割超と、女性よりも高い。 

国籍別にみると、フィリピンで「外国人をもっと雇ってほしい・良い環境で働けるようにし

てほしい」との回答が５割超、ベトナムで「外国人が日本語を勉強したり、外国人の子どもが

勉強するチャンスを増やしてほしい」との回答が５割台半ばと高い。 

【９-６ 外国人と日本人が共生するために必要なこと（性別・国籍別・県民局別）】 
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34.0 15.7 19.8 33.8 22.1 36.6 2.8 12.6 7.4

男性(n=181) 37.6 22.7 19.9 34.8 26.5 35.4 4.4 11.0 5.0

女性(n=284) 32.0 11.6 19.7 33.5 19.4 37.7 1.8 13.7 8.5

中国(n=182) 40.7 8.8 12.6 26.4 24.7 46.2 2.7 11.5 7.1

韓国・朝鮮(n=27) 25.9 18.5 22.2 25.9 22.2 25.9 7.4 14.8 3.7

ブラジル(n=18) 22.2 22.2 33.3 22.2 16.7 38.9 5.6 22.2 11.1

フィリピン(n=56) 51.8 8.9 28.6 28.6 19.6 17.9 1.8 8.9 10.7

インドネシア(n=25) 32.0 20.0 12.0 24.0 8.0 32.0 0.0 16.0 20.0

ベトナム(n=80) 22.5 20.0 23.8 56.3 25.0 33.8 0.0 10.0 3.8

アメリカ(n=12) 16.7 33.3 16.7 50.0 8.3 41.7 16.7 8.3 8.3

その他(n=67) 25.4 28.4 26.9 37.3 23.9 35.8 3.0 17.9 4.5

備前地域(n=252) 35.3 15.1 20.2 32.5 23.4 40.5 1.6 10.7 5.6

備中地域(n=157) 34.4 17.2 19.7 38.9 22.9 33.8 3.8 12.7 8.3

美作地域(n=51) 23.5 17.6 21.6 25.5 9.8 25.5 5.9 21.6 11.8

全体(n=470)

性

別

国

籍

別

県
民
局
別
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１０ 地域社会との関わりについて                               

１０－１ あなたが地域で参加している活動がありますか？（あてはまるもの全てに○） 

参加している地域活動では、約半数が「とくにない」としている。また、参加している人で

は「お祭り・イベント」（32.9％）が最も多く、次いで「日本語や日本文化を学ぶ活動」（14.8％）、

「スポーツ」（12.5％）などの順となっている。 

【１０-１ 参加している地域活動】 
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日本語や日本文化を学ぶ活動

母国語や母国文化を学ぶ活動

その他

とくにない

(%)

平成29年度(n=465) 平成21年度(n=477)
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参加している地域活動を性別にみると、男性で「スポーツ」が多く、女性で「とくにない」

が多い。 

国籍別にみると、ベトナムで「日本語や日本文化を学ぶ活動」が多い。 

【１０-１ 参加している地域活動（性別・国籍別・県民局別）】 
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12.5 32.9 7.7 14.8 3.2 3.4 49.2

男性(n=180) 20.6 36.1 10.0 17.8 6.7 3.9 42.8

女性(n=280) 7.1 31.1 5.7 13.2 1.1 3.2 53.2

中国(n=179) 9.5 34.1 9.5 16.8 5.0 2.2 49.7

韓国・朝鮮(n=27) 3.7 29.6 11.1 7.4 3.7 0.0 51.9

ブラジル(n=18) 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 11.1 72.2

フィリピン(n=56) 12.5 14.3 3.6 3.6 0.0 3.6 66.1

インドネシア(n=25) 24.0 44.0 0.0 12.0 0.0 0.0 36.0

ベトナム(n=80) 13.8 32.5 7.5 27.5 2.5 1.3 47.5

アメリカ(n=13) 7.7 38.5 0.0 7.7 7.7 15.4 46.2

その他(n=65) 21.5 46.2 10.8 13.8 3.1 7.7 33.8

備前地域(n=247) 14.6 30.0 8.9 15.8 4.0 3.6 50.6

備中地域(n=161) 6.2 35.4 5.0 12.4 1.9 2.5 49.7

美作地域(n=49) 16.3 36.7 4.1 14.3 0.0 6.1 44.9

全体(n=465)

性

別

国

籍

別

県
民
局
別
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また、様々な地域活動の中で在留外国人が比較的多く参加しているのは、「お祭り・イベン

ト」であるが、永住者の参加がみられる他は、それ以外のカテゴリの在留資格の参加は低調で

ある。在留期間での参加の違いはあまりみられないので、単に在留期間が長ければ参加するよ

うになるということではなく、地域の中で生きていくというコミットメントの違いによるもの

かもしれない。 

【１０-１ 参加している地域活動（在留資格別・日本での在住期間別）】 
（％）
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12.5 32.9 7.7 14.8 3.2 3.4 49.2

永住者(n=125) 12.8 40.0 7.2 9.6 3.2 4.0 47.2

日本人または永住者の

配偶者など(n=57)
1.8 19.3 3.5 7.0 0.0 8.8 63.2

定住者(n=20) 10.0 20.0 15.0 0.0 0.0 5.0 60.0

家族滞在(n=14) 0.0 21.4 0.0 28.6 0.0 7.1 57.1

研修(n=55) 10.9 34.5 5.5 14.5 0.0 1.8 52.7

特定活動(n=15) 26.7 46.7 20.0 26.7 6.7 0.0 40.0

留学(n=54) 16.7 31.5 16.7 33.3 7.4 0.0 40.7

技能実習(n=88) 15.9 31.8 1.1 9.1 3.4 0.0 47.7

その他(n=31) 16.1 35.5 16.1 35.5 9.7 9.7 38.7

３年未満(n=208) 12.5 29.3 6.3 19.7 2.4 1.9 47.6

３年～５年未満(n=51) 17.6 39.2 9.8 29.4 7.8 3.9 41.2

５年～10年未満(n=53) 5.7 37.7 9.4 1.9 0.0 3.8 52.8

10年～20年未満(n=82) 15.9 36.6 7.3 13.4 6.1 4.9 52.4

20年以上(n=64) 6.3 29.7 7.8 0.0 0.0 4.7 56.3

在

留

資

格

別

全体(n=465)

日
本
で
の

在
住
期
間
別
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１０－２ 外国人が地域での活動に参加しやすくなるためには、どうすればいいと思いますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

地域活動に参加しやすくなるために必要なことでは、「開催日などの情報をよく知らせる」

（43.0％）との回答が最も多く、次いで「休日に実施する」（34.1％）などの順となっている。 

経年比較すると、「休日に実施する」との回答は前回調査を 5.9 ポイント上回っている。 

１０－３ あなたが普段お付き合いしているのは主にどのような人ですか？（１つに○） 

普段付き合っている人では、「自分と同じ国の出身の人が多い」（35.3％）との回答が最も

多く、次いで「日本人が多い」（32.8％）、「日本人と外国人が同じくらい」（20.5％）など

の順となっている。

【１０-２ 地域活動に参加しやすくなるために必要なこと】 

【１０-３ 普段付き合っている人】 

32.8 
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日本人と外国人とが同じくらい国籍にかかわらず外国人が多い

人との付き合いはあまりない その他

43.0 

34.1 
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開催日などの情報をよく知らせる

休日に実施する

近くで実施する

友人・知人が一緒に参加する

同じ国の人や言葉が通じる人が参加
する

学校や職場の許可・理解が得られる

その他

とくに参加したくない

(%)

平成29年度(n=451) 平成21年度(n=461)
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普段付き合っている人を年代別にみると、「日本人が多い」との回答は 60 代以上で６割超

と高く、年齢が上がるにつれて多くなっている。 

国籍別にみると、韓国・朝鮮で「日本人が多い」との回答が多い。 

日本での在住期間でみると、10年を超えると日本社会に定着して、日本人との付き合いが多

くなっている。３年未満だと日本人との付き合いがなく、同国人との付き合いばかりとなる傾

向がみられる。 

在留資格とのクロス表を対応分析にかけた結果では、永住者は日本人との付き合いが多く、

同国人とばかり付き合っているわけではない。日本人・外国人の配偶者も然りである。他方、

研修生・技能実習生は、日本人との付き合いがなく、同国人とばかり接する傾向が強い。留学

生は唯一「国籍にかかわらず外国人が多い」「日本人と同国人が同じ程度」が多いカテゴリで

あり、大学などで置かれた状況によると思われる。 
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40代(n=75)
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60代(n=16)

70歳以上(n=8)

中国(n=186)
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３年未満(n=212)

３年～５年未満(n=52)

５年～10年未満(n=54)

10年～20年未満(n=82)

20年以上(n=73)

(%)0 20 40 60 80 100

日本人が多い 自分と同じ国の出身の人が多い
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【１０-３ 普段付き合っている人（年代別・国籍別・日本での在住期間別）】 
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１０－４ あなたが地域（岡山県）の国際化を進めるためにできる活動がありますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

地域（岡山県）の国際化のためにできる活動では、「日本人と一緒にボランティア活動に取

り組む」（33.0％）との回答が最も多く、次いで「日本人に母国の言葉を教えたり文化を紹介

する」（32.8％）などの順となっている。また、「とくにない」も 34.8％と多い。 

経年比較すると、「日本人と一緒にボランティア活動に取り組む」との回答は前回調査を5.4

ポイント上回っている。一方、「日本人に母国の言葉を教えたり文化を紹介する」との回答は

前回調査を 8.4 ポイント下回っている。

【１０-４ 地域（岡山県）の国際化のためにできる活動】 
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１１ 行政・支援団体のサービスについて                 

１１－１ 行政・支援団体が実施している日本語教室や各種相談業務等のサービスを利用されたこ

とがありますか？（１つに○） 

日本語教室や各種相談業務等のサービスの利用状況では、「知らない」（57.4％）が最も多

く、「知っているが利用したことはない」との回答と合わせると約８割となり、利用頻度は高

くない。 

「知らない」が前回に引き続き今回の調査でも高い数値を示していることについて、その主

因が「周知方法が適切かどうか」なのか、誰もが利用しやすい環境でないため波及効果が薄い

といった「サービスの内容や質」の問題なのかを見極めていくことが今後の重要課題の一つで

あると考えられる。 

5.9 

7.4 

2.0 

1.9 

11.6 
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1.9 

21.0 

20.2 

57.4 

56.2 

平成29年度(n=458)

平成21年度(n=475)
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週１回くらい利用する 月１回くらい利用する

電話で相談したり情報提供を

受けたことがある
いままで１回以上利用したことがある

知っているが利用したことはない 知らない

【１１-１ 日本語教室や各種相談業務等のサービスの利用状況】 
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１１－２ 行政・支援団体にどのようなことを望みますか？（あてはまるもの３つまでに○） 

行政・支援団体への要望では、「日本人と外国人が交流するイベントを増やしてほしい」

（54.1％）との回答が最も多く、次いで「日本人に対して国際理解を深めるためのイベントを

増やしてほしい」（33.0％）、「日本語教室の場所や回数を増やしてほしい」（31.8％）、「外

国語での情報提供や相談を増やしてほしい」（30.8％）などの順となっている。 

経年比較すると、「日本語教室の場所や回数を増やしてほしい」との回答は前回調査を 5.6

ポイント下回っている。
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【１１-２ 行政・支援団体への要望】 
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行政・支援団体等への要望を在留資格別・日本での在住期間別にみると、概ねどの層におい

ても、「日本人と外国人が交流するイベントを増やしてほしい」との回答が他の項目より割合

が高い。 

【１１-２ 行政・支援団体への要望（在留資格別・日本での在住期間別）】 
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30.8 31.8 25.8 54.1 33.0 6.0

永住者(n=111) 28.8 28.8 26.1 55.9 38.7 4.5

日本人または永住者の

配偶者など(n=47)
29.8 46.8 27.7 48.9 29.8 8.5

定住者(n=18) 27.8 16.7 22.2 50.0 38.9 11.1

家族滞在(n=11) 36.4 54.5 18.2 45.5 27.3 0.0

研修(n=51) 27.5 31.4 19.6 49.0 29.4 15.7

特定活動(n=14) 14.3 42.9 28.6 78.6 35.7 0.0

留学(n=48) 31.3 20.8 35.4 66.7 31.3 2.1

技能実習(n=67) 40.3 34.3 22.4 49.3 22.4 1.5

その他(n=31) 25.8 29.0 29.0 51.6 45.2 9.7
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20年以上(n=56) 26.8 16.1 25.0 50.0 37.5 12.5
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１１－３ 県や市町村に行ってほしい行政サービスがあれば自由に書いてください。 

（以下、代表例） 

○コミュニケーション支援 

・雇用、就職活動、税金、年金などの問題について、もっと英語でのサポートが欲しい。また県

内の小さな地域で、無料、もしくは低価格の日本語の授業があるとありがたい。 

・子どもに対して使うような話し言葉なら理解できる外国人も多いので、外国語での情報提供以

外の日本語のお知らせについても簡単でやさしい日本語で行ってほしい。 

・週末にイベントや日本語教室を開講してほしい。日曜日に３時間でもいいので、日本語教室の

時間を増やしてほしい。 

○生活支援 

・市営住宅は当選しにくい。少し良い部屋になると特に難しくなる。 

・子どもを安心して預けることができる保育園を増やしてほしい。特に病児保育などを充実してほ

しい。家事、仕事、子育てを両立させるために、家事手伝い人材派遣サービスがあれば良い。 

・みんな日本語がわからないので、特に病院で診察を受ける際の手続きが本当に不便です。有料通

訳でもかまいません。 

○多文化共生の地域づくり 

・日本のお祭りやイベントに参加したいと思います。今は実習生として日本に来ていますが、次回

は留学生として日本に戻りたいと思います。 

・日本の社会文化や風習・習慣などをもっと理解できるように、日本人と外国人の交流イベント

を増やしてほしいです。 

・日本に住む外国人は、当然母国とのつながりはたくさん持っているので、彼らはいわばそれぞれ

の文化や国の「大使」。だから、日本の行政から援助があれば、ビジネスや文化、その他の交流

分野で日本と彼らの国々の橋渡しとなれるはず。 





Ⅲ アンケート調査票 
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調
ちょう

  査
さ

  票
ひょう

【回答例
かいとうれい

】  ・該当
がいとう

する番号
ばんごう

を次
つぎ

のように○で囲んで
かこ

ください。    

 1. Ａ  2．Ｂ  3．Ｃ 

１．あなたご自身
じしん

のことについて 

１－１ 性別
せいべつ

はどちらですか？ 

1. 男
おとこ

  2. 女
おんな

１－２ 何歳
なんさい

ですか？ 

（   歳
さい

） 

１－３ 国籍
こくせき

は次
つぎ

のどれですか？ 

1. 中国
ちゅうごく

  2. 韓国
かんこく

・朝鮮
ちょうせん

  3. ブラジル
ぶ ら じ る

  4. フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

  5. インドネシア
い ん ど ね し あ

  6. ベトナム
べ と な む

7. アメリカ
あ め り か

  8. ペルー
ぺ る ー

  9. タイ
た い

  10. イギリス
い ぎ り す

  11. その他
た

（国名
こくめい

：       ） 

１－４ 在留
ざいりゅう

資格
し か く

は次
つぎ

のどれですか？ 

1. 永住者
えいじゅうしゃ

  2. 日本人
にほんじん

または永住者
えいじゅうしゃ

の配偶者
はいぐうしゃ

等
など

  3. 定住者
ていじゅうしゃ

  4. 家族
かぞく

滞在
たいざい

  5. 研修
けんしゅう

6. 特定
とくてい

活動
かつどう

  7. 留学
りゅうがく

  8.技能
ぎのう

実習
じっしゅう

  9. その他
た

（         ） 

１－５ いままで全部
ぜ ん ぶ

で日本
に ほ ん

にどのくらい住
す

んでいますか？  

1. ３年
ねん

未満
みまん

  2. ３年
ねん

～５年
ねん

未満
みまん

  3. ５年
ねん

～10年
ねん

未満
みまん

  4. 10年
ねん

～20年
ねん

未満
みまん

  5. 20年
ねん

以上
いじょう

１－６ そのうち岡山県
おかやまけん

に住
す

んでいる期間
きかん

はどのくらいですか？ 

1. ３年
ねん

未満
みまん

  2. ３年
ねん

～５年
ねん

未満
みまん

  3. ５年
ねん

～10年
ねん

未満
みまん

  4. 10年
ねん

～20年
ねん

未満
みまん

  5. 20年
ねん

以上
いじょう

１－７ いま住
す

んでいる市町村
しちょうそん

はどちらですか？ 

1. 岡山市
おかやまし

  2. 倉敷市
くらしきし

  3. 津山市
つ や ま し

  4. 玉野市
た ま の し

  5. 笠岡市
かさおかし

  6. 井原市
い ば ら し

  7. 総社市
そうじゃし

8. 高梁市
たかはしし

    9. 新見市
に い み し

  10. 備前市
び ぜ ん し

  11. 瀬戸内市
せ と う ち し

  12. 赤磐市
あかいわし

  13. 真庭市
ま に わ し

  14. 美作市
みまさかし

15. 浅口市
あさくちし

 16. 和気町
わけちょう

   17. 早島町
はやしまちょう

  18. 里 庄 町
さとしょうちょう

   19. 矢掛町
やかげちょう

  20. 新庄村
しんじょうそん

  21. 鏡野町
かがみのちょう

22. 勝 央 町
しょうおうちょう

  23. 奈義町
なぎちょう

  24. 西粟倉村
にしあわくらそん

  25. 久米南町
くめなんちょう

  26. 美咲
みさき

町
ちょう

  27. 吉備
き び

中 央 町
ちゅうおうちょう

１－８ 今後
こ ん ご

どれくらい岡山県
おかやまけん

および日本
に ほ ん

に住
す

もうと思って
おも

いますか？（１つに○） 

1. ずっと岡山県
おかやまけん

に住
す

み続
つづ

ける  2. 日本
にほん

に住
す

み続
つづ

けるが、岡山県
おかやまけん

に限らない
かぎ

3. 将来
しょうらい

は母国
ぼこく

に帰る
かえ

  4. 母国
ぼこく

と日本
にほん

を行
い

ったり来
き

たりする 

5. ほかの国
くに

に行
い

く  6. わからない  7. その他
た

（                      ） 
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１－９ いま同居
どうきょ

している人
ひと

はいますか？ （あてはまるもの全て
すべ

に○） 

また、あなたを含めた
ふく

合計
ごうけい

の人数
にんずう

を記入
きにゅう

してください。 

1. 配偶者
はいぐうしゃ

   2. 子
こ

ども〔     人
にん

〕  3. 親
おや

   4. 兄弟
きょうだい

・姉妹
しまい

   5. 祖父母
そ ふ ぼ

   6. 孫
まご

7. その他
た

（       ）・・・・・合計
ごうけい

人数
にんずう

〔    人
にん

〕  8. 同居
どうきょ

している人
ひと

はいない 

２ 使って
つか

いる言葉
ことば

について 

２－１ あなたは日本語
に ほ ん ご

がどれくらいできますか？（１つに○） 

（１）話
はな

す 

1. 自分
じぶん

の意見
いけん

を正確
せいかく

に伝える
つた

ことができる  2. 日常
にちじょう

会話
かいわ

ができる  3. 簡単
かんたん

な単語
たんご

が話せる
はな

4. ほとんど話せない
はな

（２）聞
き

く 

1. テレビ
て れ び

のニュース
に ゅ ー す

が理解
りかい

できる  2. 日常
にちじょう

会話
かいわ

はだいたい聞
き

きとれる  3. 簡単
かんたん

な単語
たんご

は聞
き

きとれる   

4. ほとんど聞
き

きとれない 

（３）読
よ

む 

1. 新聞
しんぶん

が読
よ

める  2. 簡単
かんたん

な漢字
かんじ

交
ま

じりの文章
ぶんしょう

が読
よ

める  3. ひらがなまたはカタカナ
か た か な

の文章
ぶんしょう

が読
よ

める   

4. ほとんど読
よ

めない 

（４）書
か

く 

1. 漢字
かんじ

を使って
つか

文章
ぶんしょう

が書
か

ける  2. 簡単
かんたん

な漢字
かんじ

交じり
ま

の文章
ぶんしょう

が書
か

ける   

3. ひらがなまたはカタカナ
か た か な

の文章
ぶんしょう

が書
か

ける  4. ほとんど書
か

けない 

２－２ あなたは日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

していますか？（１つに○） 

1. 日本語
に ほ ん ご

がよくわかるので、勉強
べんきょう

する必要
ひつよう

がない   

2. いま勉強
べんきょう

している   

3. いま勉強
べんきょう

していないが、今後
こんご

、勉強
べんきょう

したい   

4. いま勉強
べんきょう

していないし、今後
こんご

も勉強
べんきょう

するつもりはない   

5. その他
た

（                      ） 

２－３ 上
うえ

の２－２の質問
しつもん

で 2.を選んだ
えら

方
かた

におたずねします。あなたは現在
げんざい

どのような方法
ほうほう

で日本語
に ほ ん ご

の

勉強
べんきょう

をしていますか？（１つに○） 

1. 自分
じぶん

で勉強
べんきょう

している（本
ほん

やテレビ
て れ び

、ラジオ
ら じ お

の講座
こうざ

など）  2. 日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

に通って
かよ

いる 

3. 県内
けんない

または住
す

んでいる市町村
しちょうそん

にある日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

  4. 家族
かぞく

や友人
ゆうじん

、知人
ちじん

に教えて
おし

もらう 

5. その他
た

（                      ） 
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２－４ 上
うえ

の２－２の質問
しつもん

で 3.または 4.を選んだ
えら

方
かた

におたずねします。いま勉強
べんきょう

していない理由
り ゆ う

を教えて
おし

ください。（あてはまるもの3つまでに○）  

1. そのうちに母国
ぼこく

に帰
かえ

る  2. 日本語
に ほ ん ご

が難
むずか

しい   

3. どこで日本語
に ほ ん ご

が勉強
べんきょう

できるのかわからない  4. 母国
ぼこく

の言葉
ことば

だけで生活
せいかつ

できる 

5. 近く
ちか

に日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

がない  6. 勉強
べんきょう

の方法
ほうほう

がわからない  7. お金
かね

がかかる 

8. 勉強
べんきょう

する時間
じかん

がない  9. その他
た

（                         ） 

２－５ 日本語
に ほ ん ご

以外
い が い

の言葉
こ と ば

（母国語
ぼ こ く ご

を含む
ふく

）で、ほとんど不自由
ふ じ ゆ う

なく使える
つか

言葉
ことば

がありますか？ 

（あてはまるもの全て
すべ

に○） 

1. 中国語
ちゅうごくご

  2. 韓国
かんこく

・朝鮮語
ちょうせんご

（ハングル
は ん ぐ る

）  3. 英語
え い ご

  4. ポルトガル語
ぽ る と が る ご

5. タガログ語
た が ろ ぐ ご

・フィリピノ語
ふ ぃ り ぴ の ご

  6. インドネシア語
い ん ど ね し あ ご

  7. ベトナム語
べ と な む ご

  8. タイ語
た い ご

9. スペイン語
す ぺ い ん ご

  10. その他
た

（いくつでも：                       ） 

11. とくにない 

３ 仕事
し ご と

について

３－１ あなたは仕事
し ご と

をしていますか？（１つに○） 

1. 就 業 中
しゅうぎょうちゅう

  2. 学生
がくせい

（アルバイト
あ る ば い と

をしている人
ひと

を含
ふく

む）  3. 専業
せんぎょう

主婦
しゅふ

・主夫
しゅふ

  4. 失 業 中
しつぎょうちゅう

5. その他
た

（          ） 

３－２ 上
うえ

の３－１の質問
しつもん

で 1.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 

（１）あなたの仕事
し ご と

は次
つぎ

のどれですか？（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. 農林
のうりん

漁業
ぎょぎょう

  2. 建設業
けんせつぎょう

  3. 製造業
せいぞうぎょう

  4. 情報
じょうほう

通信業
つうしんぎょう

  5. 運輸業
うんゆぎょう

  6. 卸売
おろしうり

・小売業
こうりぎょう

7. 金融
きんゆう

・保険業
ほけんぎょう

  8. 不動
ふどう

産業
さんぎょう

  9. 飲食
いんしょく

・宿 泊 業
しゅくはくぎょう

  10. 教育
きょういく

・学習
がくしゅう

支援業
しえんぎょう

11. サービス業
さ ー び す ぎ ょ う

  12. その他
た

（               ） 

（２）あなたはどのように働
はたら

いていますか？（１つに○） 

1. 自営業
じえいぎょう

・家族
かぞく

従 業 員
じゅうぎょういん

  2. 研修生
けんしゅうせい

・技能
ぎのう

実習生
じっしゅうせい

  3. 会社
かいしゃ

経営
けいえい

・役員
やくいん

  4. 正社員
せいしゃいん

5. 嘱託
しょくたく

・契約
けいやく

社員
しゃいん

  6. 派遣
はけん

社員
しゃいん

  7. アルバイト
あ る ば い と

・パート
ぱ ー と

・臨時雇
りんじやと

い  8. 内職
ないしょく

9. その他
た

（              ） 

（３）いまの仕事
し ご と

をどうやって見
み

つけましたか？（１つに○） 

1. ハローワーク
は ろ ー わ ー く

  2. 民間
みんかん

の派遣
はけん

会社
がいしゃ

  3. 家族
かぞく

・親戚
しんせき

の紹介
しょうかい

  4. 知人
ちじん

の紹介
しょうかい

5. いまの勤務先
きんむさき

からの勧誘
かんゆう

  6. 新聞
しんぶん

や雑誌
ざっし

  7. 母国
ぼこく

での情報
じょうほう

8. その他
た

（              ） 
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（４）一年前
いちねんまえ

と比
くら

べて、現在
げんざい

のあなたの収 入
しゅうにゅう

はどう変
か

わりましたか？（１つに○） 

1. かなり増
ふ

えた  2. 少
すこ

し増
ふ

えた  3. あまり変
か

わらない  4. 少
すこ

し減
へ

った  5. かなり減
へ

った 

（５）一年前
いちねんまえ

と比
くら

べて、現在
げんざい

のあなたの仕事
し ご と

の量
りょう

はどう変
か

わりましたか？（１つに○） 

1. かなり増
ふ

えた  2. 少
すこ

し増
ふ

えた  3. あまり変
か

わらない  4. 少
すこ

し減
へ

った  5. かなり減
へ

った 

（６）いまの仕事
し ご と

で不満
ふ ま ん

に思
おも

うことは何
なん

ですか？（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 賃金
ちんぎん

が安
やす

い  2. 賃金
ちんぎん

や残業代
ざんぎょうだい

がきちんと支払
しはら

われない  3. 雇用
こよう

期間
きかん

が短
みじか

い 

4. いつ解雇
かいこ

されるか不安
ふあん

だ  5. 健康
けんこう

保険
ほけん

や雇用
こよう

保険
ほけん

に入
はい

っていない 

6. 労働
ろうどう

時間
じかん

が長
なが

い  7. 労働
ろうどう

時間
じかん

が短
みじか

い  8. 雇用
こよう

契約
けいやく

の内容
ないよう

と実際
じっさい

が違
ちが

う 

9. 会社
かいしゃ

の人
ひと

とうまくコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

ができない   10. 外国人
がいこくじん

だからといって差別
さべつ

される 

11. その他
た

（                      ） 

12. とくにない 

４ 子
こ

育
そだ

てと教育
きょういく

について 

４－１ あなたは、いま日本
に ほ ん

に 18歳
さい

以下
い か

の子
こ

どもがいますか？（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. 小学校
しょうがっこう

入学
にゅうがく

以前
いぜん

の子
こ

どもがいる  2. 小学生
しょうがくせい

～18歳
さい

以下
い か

の子
こ

どもがいる  3. 子
こ

どもはいない 

４－２ 上
うえ

の４－１の質問
しつもん

で 1.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 

（１）あなたは主
おも

にどのような方法
ほうほう

で子
こ

育
そだ

てをしていますか？（１つに○） 

1. 家族
かぞく

で育
そだ

てている  2. 保育
ほいく

園
えん

に入園
にゅうえん

させている  3. 幼稚園
ようちえん

に入園
にゅうえん

させている 

4. 職場
しょくば

や民間
みんかん

の託児所
たくじしょ

に預
あずけ

けている  5. 親族
しんぞく

や友人
ゆうじん

、近所
きんじょ

の人
ひと

に預
あずけ

けている 

6. その他
た

（                            ） 

（２）日本
に ほ ん

での子
こ

育
そだ

てで過去
か こ

に困
こま

ったことや現在
げんざい

困
こま

っていることがありますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○）

1. 妊娠
にんしん

や出産
しゅっさん

などの手続
てつづ

きがわからない   2. 子
こ

どもの出 生 届
しゅっせいとどけ

や国籍
こくせき

取得
しゅとく

の手続
てつづ

きがわからない 

3. 親子
おやこ

（母子
ぼ し

）手帳
てちょう

や予防
よぼう

接種
せっしゅ

、検診
けんしん

の案内
あんない

がわからない 4. 仕事中
しごとちゅう

子
こ

どもを預
あず

かってくれるところがない 

5. 子
こ

育
そだ

てについて誰
だれ

に相談
そうだん

したらいいかわからない  6. 出産
しゅっさん

費用
ひよう

が高
たか

い 

7. 子
こ

育
そだ

てをしている親
おや

同士
どうし

の交流
こうりゅう

機会
きかい

が少
すく

ない 

8. 保育
ほいく

園
えん

や幼稚園
ようちえん

の先生
せんせい

とうまくコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

がとれない 

9. 保育
ほいく

園
えん

や幼稚園
ようちえん

で子
こ

どもがいじめられる 

10. その他
た

（                            ） 

11. とくにない 
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４－３ 上
うえ

の４－１の質問
しつもん

で 2.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。 

（１）子
こ

どもは日本
に ほ ん

の学校
がっこう

に通
かよ

っていますか？ 

1. 通
かよ

っている  2. 通
かよ

っていない

（２）上
うえ

の（１）の質問
しつもん

で 1.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。あなたが日本
に ほ ん

の学校
がっこう

に望
のぞ

むことは何
なん

ですか？ 

   （あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. 外国人
がいこくじん

の児童
じどう

生徒
せいと

のみを対象
たいしょう

とする授業
じゅぎょう

をしてほしい   

2. 日本人
にほんじん

と同じ
おな

授業
じゅぎょう

の中
なか

で特別
とくべつ

に指導
しどう

をしてほしい  3. 放課後
ほ う か ご

に特別
とくべつ

な指導
しどう

をしてほしい 

4. その他
た

（          ）  5. とくにない 

（３）上
うえ

の（１）の質問
しつもん

で 2.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。あなたの子
こ

どもは主
おも

にどのような教育
きょういく

を受
う

け

ていますか？（あてはまるもの全
すべ

てに○）

1. 外国
がいこく

系
けい

・民族
みんぞく

系
けい

の学校
がっこう

に通
かよ

っている   2. フリースクール
ふ り ー す く ー る

、塾
じゅく

などに通
かよ

っている 

3. 家庭
かてい

教師
きょうし

の指導
しどう

や通信
つうしん

教育
きょういく

を受
う

けている   4. その他
た

（          ）   5. とくにない 

6. 教育
きょういく

を受
う

けずに働
はたら

いている 

（４）上
うえ

の４－１の質問
しつもん

で 2.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。あなたが子
こ

どもの教育
きょういく

について心配
しんぱい

すること

は何
なん

ですか？（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 子
こ

どもが日本語
に ほ ん ご

を十分
じゅうぶん

に理解
りかい

できない  2. 学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

内容
ないよう

が難
むずか

しい 

3. 学校
がっこう

でいじめられる  4. 友
とも

だちができない  5. 学校
がっこう

に行
い

きたがらない 

6. 高校
こうこう

・大学
だいがく

に進学
しんがく

できるか不安
ふあん

  7. 教育費
きょういくひ

が高
たか

い  8. 子
こ

どもが母国語
ぼ こ く ご

を話
はな

せなくなる 

9. 子
こ

どもが母国
ぼこく

の文化
ぶんか

や価値観
か ち か ん

を理解
りかい

しない  10. 日本
にほん

の学校
がっこう

や教育
きょういく

の制度
せいど

がわからない 

11. 学校
がっこう

からの連絡
れんらく

が理解
りかい

できない  12. 外国
がいこく

系
けい

・民族
みんぞく

系
けい

学校
がっこう

が少
すく

ない 

13. その他
た

（                       ）  14. とくにない 

５ 住宅
じゅうたく

について 

５－１ あなたはどのような家
いえ

に住
す

んでいますか？（１つに○） 

1. 持
も

ち家
いえ

  2. 民間
みんかん

の賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

  3. 公営
こうえい

の賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

  4. 社宅
しゃたく

  5. その他
た

（        ） 

５－２ 住宅
じゅうたく

に関
かん

して困
こま

ったことは何
なん

ですか？（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. 外国人
がいこくじん

を理由
りゆう

に断
ことわ

られた  2. 保証人
ほしょうにん

がいなかった  3. 住宅
じゅうたく

価格
かかく

や家賃
やちん

が高
たか

い 

4. 入居時
にゅうきょじ

の仕組
し く

み（敷金
しききん

、礼金
れいきん

など）がわからない 

5. 住宅
じゅうたく

購入
こうにゅう

資金
しきん

の融資
ゆうし

が受
う

けられない  6. 日本語
に ほ ん ご

での手続
てつづ

きが難
むずか

しい 

7. その他
た

（          ）  8. とくにない 
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６ 医療
いりょう

や保険
ほ け ん

について 

６－１ あなたは、次
つぎ

のような保険
ほ け ん

や年金
ねんきん

に加入
かにゅう

していますか？（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. 市町村
しちょうそん

の国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほけん

・年金
ねんきん

   2. 職場
しょくば

の社会
しゃかい

保険
ほけん

・年金
ねんきん

  3. 保険
ほけん

会社
がいしゃ

などの任意
にんい

保険
ほけん

・年金
ねんきん

4. 何
なに

も加入
かにゅう

していない  5. その他
た

（               ） 

６－２ 上
うえ

の６－１の質問
しつもん

で 4.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。加入
かにゅう

していない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか？（１つに○） 

1. 日本
にほん

の保険
ほけん

や年金
ねんきん

の制度
せいど

を知
し

らない 

2. 制度
せいど

があるのは知
し

っているが内容
ないよう

がよくわからない 

3. 加入
かにゅう

する必要
ひつよう

がないと思
おも

う 

4. 加入
かにゅう

したいが金銭的
きんせんてき

に負担
ふたん

できない 

5. その他
た

（                ） 

６－３ あなたや家族
か ぞ く

が、けがや病気
びょうき

のときどうしますか？（１つに○） 

1. がまんする    

2. 治療
ちりょう

を受
う

けず、薬局
やっきょく

で薬
くすり

を買
か

う    

3. 病院
びょういん

や診療所
しんりょうじょ

へ行
い

く 

4. その他
た

（                ） 

６－４ 上
うえ

の６－３の質問
しつもん

で 1.または2.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。病院
びょういん

や診療所
しんりょうじょ

へ行
い

かない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか？（あてはまるもの３つまでに○） 

1. どこの病院
びょういん

に行
い

けばいいかわからない  2. 健康
けんこう

保険
ほけん

に入
はい

っていない  3. 仕事
しごと

や学校
がっこう

が休
やす

めない 

4. 言葉
ことば

の通
つう

じる病院
びょういん

や診療所
しんりょうじょ

がない  5. 日本
にほん

での治
ち

療法
りょうほう

や薬
くすり

が不安
ふあん

だ   

6. 診療
しんりょう

を拒否
きょひ

されたことがある  7.お金
かね

に余裕
よゆう

がない 

8.その他
た

（              ） 

７ 防災
ぼうさい

について 

７－１ 地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

が発生
はっせい

したとき、あなたはどこから情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

しますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

1. テレビ
て れ び

  2. ラジオ
ら じ お

  3. インターネット
い ん た ー ね っ と

（パソコン
ぱ そ こ ん

） 4. 携帯
けいたい

電話
でんわ

  5. 家
いえ

の電話
でんわ

  6. 新聞
しんぶん

7. 防災
ぼうさい

無線
むせん

  8. 町内
ちょうない

放送
ほうそう

  9. 役所
やくしょ

  10. 友人
ゆうじん

・知人
ちじん

に聞
き

く  11. 職場
しょくば

・学校
がっこう

の人
ひと

に聞
き

く   

12. その他
た

（              ）  13.わからない 
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７－２ 災害
さいがい

に関
かん

して知
し

っておきたい情報
じょうほう

は何
なん

ですか？（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. 住
す

んでいる地域
ちいき

の過去
か こ

の災害
さいがい

情報
じょうほう

  2. 避難
ひなん

場所
ばしょ

や避難
ひなん

経路
けいろ

  3. 緊急
きんきゅう

時
じ

の問
と

い合
あ

わせ先
さき

4. 防災
ぼうさい

訓練
くんれん

の実施
じっし

日
び

・内容
ないよう

  5. その他
た

（                       ）  

6. とくにない   

７－３ 地震
じ し ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

に日頃
ひ ご ろ

からどんな準備
じゅんび

をしていますか。 

    （あてはまるもの３つまでに○） 

1. 食 糧
しょくりょう

や飲料水
いんりょうすい

を準備
じゅんび

している             2.携帯
けいたい

ラジオ
ら じ お

、懐中
かいちゅう

電灯
でんとう

などを準備
じゅんび

している 

3.近く
ちかく

の学校
がっこう

や公園
こうえん

など、避難
ひなん

する場所
ばしょ

を決
き

めている 

4.家族
かぞく

との連絡
れんらく

方法
ほうほう

などを決
き

めている          5.家具
か ぐ

や冷蔵庫
れいぞうこ

を固定
こてい

し、転倒
てんとう

を防止
ぼうし

している 

6.日用品
にちようひん

（衣料品
いりょうひん

、救 急
きゅうきゅう

セット、医薬品
いやくひん

など）をすぐ持
も

ち出
だ

せるように準備
じゅんび

している 

7.貴重品
きちょうひん

などをすぐ持
も

ち出
だ

せるように準備
じゅんび

している      8.防災
ぼうさい

訓練
くんれん

に参加
さんか

している               

9.その他
た

（                   ）      10.とくに何
なに

もしていない 

８ 生活
せいかつ

情報
じょうほう

について 

８－１ あなたは生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

をどこで入手
にゅうしゅ

しますか？（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 母国語
ぼ こ く ご

または英語
えいご

のマスメディア
ま す め で ぃ あ

（新聞
しんぶん

、雑誌
ざっし

、テレビ
て れ び

など） 

2. 母国語
ぼ こ く ご

または英語
えいご

のインターネット
い ん た ー ね っ と

  3. 日本語
に ほ ん ご

のマスメディア
ま す め で ぃ あ

（新聞
しんぶん

、雑誌
ざっし

、テレビ
て れ び

など）   

4. 日本語
に ほ ん ご

のインターネット
い ん た ー ね っ と

              5. 県
けん

や市町村
しちょうそん

の広報誌
こうほうし

やチラシ
ち ら し

6. 同
おな

じ国籍
こくせき

の友人
ゆうじん

・知人
ちじん

     7. 日本人
にほんじん

の友人
ゆうじん

・知人
ちじん

        8. 職場
しょくば

や学校
がっこう

9. その他
た

（               ） 

８－２ 県
けん

や市町村
しちょうそん

、支援
し え ん

団体
だんたい

（県
けん

や市町
しちょう

の国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

、社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

など）からの情報
じょうほう

はあなた

がわかる言葉
こ と ば

で十分
じゅうぶん

ありますか？（１つに○） 

1. 十分
じゅうぶん

だ  2. まあ十分
じゅうぶん

だ  3. 少
すこ

したりない  4. 全
まった

くたりない 

８－３ 県
けん

や市町村
しちょうそん

、支援
し え ん

団体
だんたい

からどのような情報
じょうほう

を提供
ていきょう

してほしいですか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 住居
じゅうきょ

  2. 教育
きょういく

  3. 結婚
けっこん

・出産
しゅっさん

・育児
いくじ

  4. 病院
びょういん

・保健所
ほけんじょ

・医療
いりょう

  5. 就 職
しゅうしょく

や雇用
こよう

6. 災害
さいがい

や事故
じ こ

の対応
たいおう

  7. 在留
ざいりゅう

資格
しかく

  8. 税金
ぜいきん

や年金
ねんきん

  9. 電気
でんき

・水道
すいどう

・ゴミ
ご み

の出
だ

し方
かた

10. 図書館
としょかん

や公民館
こうみんかん

など公共
こうきょう

施設
しせつ

のこと  11. 電車
でんしゃ

やバス
ば す

の乗
の

り方
かた

  12. 町内会
ちょうないかい

の行事
ぎょうじ

や連絡先
れんらくさき

13. 地域
ちいき

でのイベント
い べ ん と

や祭
まつ

り  14. 通訳
つうやく

や翻訳
ほんやく

のボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

  15. 外国語
がいこくご

で相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

16. その他
た

（                     ）  17. とくにない 
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９ 困
こま

りごとや相談
そうだん

について 

９－１ あなたが普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

で困
こま

っていることや不安
ふ あ ん

に思
おも

っていることは何
なん

ですか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 住宅
じゅうたく

のこと  2. 子
こ

育
そだ

てのこと  3. 子
こ

どもの学校
がっこう

のこと  4. 病気
びょうき

やけがのときの対処
たいしょ

のしかた 

5. 仕事
しごと

のこと  6. 災害
さいがい

や緊急
きんきゅう

事態
じたい

の対処
たいしょ

のしかた  7. 生活
せいかつ

情報
じょうほう

の入手
にゅうしゅ

  8. 地域
ちいき

社会
しゃかい

との関
かか

わり 

9. 言葉
ことば

に関
かん

すること  10. 生活費
せいかつひ

のこと  11. 習慣
しゅうかん

・文化
ぶんか

の違
ちが

い  12. その他
た

（         ） 

13. とくにない 

９－２ あなたやあなたの家族
か ぞ く

や友人
ゆうじん

が地域
ち い き

との間
あいだ

でトラブル
と ら ぶ る

を経験
けいけん

したことがありますか？  

    （１つに○） 

1. ない  2. ある 

９－３ 上
うえ

の９－２の質問
しつもん

で 2.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。トラブル
と ら ぶ る

の一番
いちばん

の原因
げんいん

は何
なん

だと思
おも

いますか？ 

    （１つに○） 

1. 日本人
にほんじん

が外国人
がいこくじん

の生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

や文化
ぶんか

に理解
りかい

がない  2. 外国人
がいこくじん

が日本
にほん

の習慣
しゅうかん

や決
き

まりを理解
りかい

していな

い 

3. お互
たが

いに言葉
ことば

が通
つう

じない  4. お互
たが

いにコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

をとらない 

5. 相手
あいて

の生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

や文化
ぶんか

を理解
りかい

しようとする気持
き も

ちがない 

6. その他
た

（                  ）  7. わからない 

※よろしければ、トラブル
と ら ぶ る

の内容
ないよう

と誰
だれ

かに相談
そうだん

された場合
ば あ い

は相談先
そうだんさき

を書
か

いてください 

  （内容）                                           

 （相談先） 

９－４ あなたは、普段
ふ だ ん

の生活
せいかつ

の中
なか

で、日本人
にほんじん

から外国人
がいこくじん

に対する
た い   

偏見
へんけん

や差別
さ べ つ

を感じた
かん   

ことがありますか？ 

    （１つに○） 

1. 全
まった

くない    2. あまりない    3. ときどきある     4. よくある     5. わからない  

９－５ 上
うえ

の９－４の質問
しつもん

で 3.4.を選
えら

んだ方
かた

におたずねします。偏見
へんけん

や差別
さ べ つ

をどのような場合
ば あ い

に感
かん

じました

か？（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. 公的
こうてき

機関
きかん

の手続
てつづ

きなど  2. 日本人
にほんじん

の友人
ゆうじん

とのつき合
あ

いのとき  3. 近所
きんじょ

の人
ひと

とのつき合
あ

いのとき 

4. 家
いえ

を探
さが

すとき      5. 自分
じぶん

や家族
かぞく

が結婚
けっこん

するとき     6. 電車
でんしゃ

やバス
ば す

等
など

に乗って
の    

いるとき 

7. 出産
しゅっさん

・育児
いくじ

の場面
ばめん

    8. 学校
がっこう

などの教育
きょういく

の場
ば

       9. 仕事
しごと

のとき 

10. その他
た

（                  ）
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９－６ 外国人
がいこくじん

と日本人
にほんじん

が地域
ち い き

の中
なか

でいっしょに生きていくためには、何
なに

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 外国人
がいこくじん

をもっと雇
やと

ってほしい・良
よ

い環境
かんきょう

で働
はたら

けるようにしてほしい   

2. 外国人向
がいこくじんむ

けの相談
そうだん

回数
かいすう

や場所
ばしょ

を増
ふ

やしてほしい  3. 外国語
がいこくご

の生活
せいかつ

情報
じょうほう

の種類
しゅるい

を増
ふ

やしてほしい  

4. 外国人
がいこくじん

が日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したり、外国人
がいこくじん

の子
こ

どもが勉強
べんきょう

するチャンス
ち ゃ ん す

を増
ふ

やしてほしい 

5. 外国人
がいこくじん

の意見
いけん

を行政
ぎょうせい

に取り込む
と  こ  

システム
し す て む

をつくってほしい 

6. 外国人
がいこくじん

に対
たい

する日本人
にほんじん

の理解
りかい

を深
ふか

めてほしい  7. その他
た

（                   ） 

8. とくにない  9. わからない 

１０ 地域
ち い き

社会
しゃかい

との関
かか

わりについて 

１０－１ あなたが地域
ち い き

で参加
さ ん か

している活動
かつどう

がありますか？（あてはまるもの全
すべ

てに○） 

1. スポーツ
す ぽ ー つ

  2. お祭
まつ

り・イベント
い べ ん と

  3. 趣味
しゅみ

・習
なら

い事
ごと

  4. 日本語
に ほ ん ご

や日本
にほん

文化
ぶんか

を学
まな

ぶ活動
かつどう

5. 母国語
ぼ こ く ご

や母国
ぼこく

文化
ぶんか

を学
まな

ぶ活動
かつどう

  6.その他
た

（                   ）  7.  とくにない 

１０－２ 外国人
がいこくじん

が地域
ち い き

での活動
かつどう

に参加
さ ん か

しやすくなるためには、どうすればいいと思
おも

いますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 開催
かいさい

日
び

などの情報
じょうほう

をよく知
し

らせる  2. 休日
きゅうじつ

に実施
じっし

する  3. 近
ちか

くで実施
じっし

する 

4. 友人
ゆうじん

・知人
ちじん

が一緒
いっしょ

に参加
さんか

する  5. 同
おな

じ国
くに

の人
ひと

や言葉
ことば

が通
つう

じる人
ひと

が参加
さんか

する 

6. 学校
がっこう

や職場
しょくば

の許可
きょか

・理解
りかい

が得
え

られる  7. その他
た

（          ） 8. とくに参加
さんか

したくない 

１０－３ あなたが普段
ふ だ ん

お付
つ

き合
あ

いしているのは主
おも

にどのような人
ひと

ですか？（１つに○） 

1. 日本人
にほんじん

が多
おお

い  2. 自分
じぶん

と同
おな

じ国
くに

の出身
しゅっしん

の人
ひと

が多
おお

い  3. 国籍
こくせき

にかかわらず外国人
がいこくじん

が多
おお

い 

4. 日本人
にほんじん

と外国人
がいこくじん

とが同
おな

じくらい  5. 人
ひと

との付
つ

き合
あ

いはあまりない 

6. その他
た

（                    ） 

１０－４ あなたが地域
ち い き

（岡山県
おかやまけん

）の国際化
こくさいか

を進
すす

めるためにできる活動
かつどう

がありますか？ 

（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 日本人
にほんじん

に母国
ぼこく

の言葉
ことば

を教
おし

えたり文化
ぶんか

を紹
しょう

介
かい

する  2. 母国
ぼこく

と岡山県
おかやまけん

との交流
こうりゅう

の架
か

け橋
はし

となる 

3. 困
こま

っている外国人
がいこくじん

を支援
しえん

する  4. 日本人
にほんじん

と一緒
いっしょ

にボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

に取
と

り組
く

む 

5. 公益的
こうえきてき

な活動
かつどう

に寄付
き ふ

をする  6. その他
た

（                                  ） 

7. とくにない 
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１１ 行政
ぎょうせい

・支援
し え ん

団体
だんたい

のサービス
さ ー び す

について 

１１－１ 行政
ぎょうせい

・支援
し え ん

団体
だんたい

が実施
じ っ し

している日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

や各種
かくしゅ

相談
そうだん

業務
ぎょうむ

等
とう

のサービス
さ ー び す

を利用
り よ う

されたことがあ

りますか？（１つに○） 

1. 週
しゅう

１回
かい

くらい利用
りよう

する  2. 月
つき

１回
かい

くらい利用
りよう

する  3. いままで１回
かい

以上
いじょう

利用
りよう

したことがある 

4. 電話
でんわ

で相談
そうだん

したり情報
じょうほう

提供
ていきょう

を受
う

けたことがある    5. 知
し

っているが利用
りよう

したことはない 

6. 知
し

らない 

１１－２ 行政
ぎょうせい

・支援
し え ん

団体
だんたい

にどのようなことを望
のぞ

みますか？（あてはまるもの３つまでに○） 

1. 外国語
がいこくご

での情報
じょうほう

提供
ていきょう

や相談
そうだん

を増
ふ

やしてほしい    2. 日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の場所
ばしょ

や回数
かいすう

を増
ふ

やしてほしい 

3. 外国人向
がいこくじんむ

けのイベント
い べ ん と

やセミナー
せ み な ー

を増
ふ

やしてほしい  

4. 日本人
にほんじん

と外国人
がいこくじん

が交流
こうりゅう

するイベントを増
ふ

やしてほしい 

5. 日本人
にほんじん

に対
たい

して国際
こくさい

理解
りかい

を深
ふか

めるためのイベント
い べ ん と

を増
ふ

やしてほしい 

6. その他
た

（                                                             ） 

１１－３ 県
けん

や市町村
しちょうそん

に行
おこな

ってほしい行政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

があれば自由
じ ゆ う

に書
か

いてください 

１２ 自由
じ ゆ う

意見
い け ん

１２ ご意見やご要望がありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください 

ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました 
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